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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

（１）学生の確保の見通し 

 ア 定員充足の見込み 

 ①入学定員設定の考え方 

  現在，芸術文化学群（以下「本学群」という。）では入学定員 250 人，収容定員 1,000

人としている。これを，平成 30年度からは入学定員を 400人，収容定員 1,600人に増員

することとした。 

  本学ではこれまで，近年の人口減少社会による急激な社会的変化に対応するため，大

学改革に積極的に取り組んできた。平成 27年度には『学校法人桜美林学園第２次中期目

標（平成 27 年度～平成 32 年度）（以下「中期目標」という。）』を策定し，「グローバル

時代における教育の深化」，「経営基盤の確立」，「桜美林コミュニティの強化」の３つの

重点礎石を定め，次世代を支える人材育成の担い手となり得るよう取り組んでいる。 

現在，本学群には，「演劇専修」「音楽専修」「造形デザイン専修」「映画専修」という

４つの専修を置いているが，上記の中期目標に基づいて検討を重ね，これを新たに「演

劇・ダンス専修」「音楽専修」「ビジュアル・アーツ専修」という，それぞれの学問分野

が隣接し合う３つの専修に再編成する。学生が自らの関心に基づく学問分野を選択し，

講義科目で理論的にその体系等を理解した上で，演習科目や実技科目でプロフェッショ

ナルの世界を体験させることで，より実践的な知識と技術の修得を目指す。また，特定

の分野に偏ることの無い横断的な学修を可能としたカリキュラム構成とすることで，芸

術文化という学問を広くかつ深く学修することが可能となる。 

各専修においては，従前どおり定員は設けない。どの学問分野を専ら学修していくか

については，入学時に決定するのではなく，学修を進める過程において学生自らが選択

することに重きを置いているためである。幅広くかつ深く，複合的に芸術文化を学ぶ中

で，学生各々の興味，関心，意欲に対応することを可能としている。 

但し，各専修において十分な質を保った教育を行う必要があるため，大まかな内訳と

しての定員の目安を設けている。現行の４専修と再編成後の３専修の１学年あたりの学

生数は下表（表１）のとおりである。 

【表１：各専修の１学年あたりの学生数】 

〔現行〕 

専修名 演劇専修 音楽専修 造形デザイン専修 映画専修 

学生数 100人程度 40人程度 60人程度 50人程度 
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〔再編成後〕 

専修名 演劇・ダンス専修 音楽専修 ビジュアル・アーツ専修 

学生数 180人程度 70人程度 150人程度 

なお，学生数の合計は各専修の学生数が前後しても十分に教育の質を担保して対応す

ることができるよう設定している。 

本学群の専任教員数は 27 人である。大学設置基準第 13 条に規定される必要専任教員

数 18人（教授９人）を大きく上回る配置とすることにより，きめ細やかな教育を行う体

制を整えている。職位の内訳は，教授 17 人，准教授７人，講師２人，助教１人である。

上記のうち，今回の収容定員学則変更認可申請（以下「収容定員増」という。）に伴う新

規採用は２人である。現在，本学全体としては必要専任教員数の 1.5 倍程度の専任教員

を配置している。また，本学は研究組織である「学系」と教育組織である「学群」を分

離し，教員の所属は学系としている。言い換えるなら，「学系に所属し，学群に教えに行

く」という体制を整備している。そのため，大学全体として俯瞰すると，量的に十分な

教員をもって各教育組織の授業を担当しているので，今回の収容定員増に関して支障は

無く，教育の質を担保することが可能となっている。なお，本学群の専任教員のうち完

成年度末までに定年退職を迎える者については，大学全体の人事計画に則って適切に採

用を行うこととしており，この点からも問題は無い。 

施設・設備面からは，本学群は町田キャンパスを中心に，大学全体で現在 103,529.67

㎡の校舎面積を有している。多くは既設学群との共用となるが，今回の収容定員増を踏

まえても，大学設置基準上の要件を十分に満たしている。また，中期目標において新施

設の建設や既存校地の整備，施設の更新をマスタープランに沿って進め，教育研究環境

の整備を行っていくこととしている。講義室・演習室等については，教育課程の特色，

教育方法を踏まえ専修ごとに専用のホール，スタジオ，レッスン室，練習室，自習室，

ＡＶ教室，編集室等の実技・実習科目に適した施設を収容定員の増加分に対応して整備・

拡充することとしている。講義科目については，一部を既設学群と共通使用する計画で

あるが，授業科目の登録者数や講義形態の確認を行い，教室の割り当てを適切に行うこ

とで収容定員増に対応して教室数を確保し，学生に不利益の無いようにしている。 

  さらに，上記の状況を踏まえて設定した入学定員 400 人について，安定的に確保する

ことができるという見通しの根拠として，第三者機関によるアンケート調査を実施した。

詳細は後項において述べるが，収容定員増初年度となる平成 30年度の主な受験対象者で

ある高校２年生に対して実施したアンケート調査において，「合格した場合，入学したい」

という本学群に対する強い進学意欲を示した回答は 611 人に及ぶ結果を得ることができ

た。これに加え，後項において詳述する外部資料からみた同系統学部の募集状況及び入

学定員充足率の分析の結果から，本学群が含まれると想定される「芸術系・芸術学部」

は，安定的に入学者を確保できる分野であることが分かった。また本学群の過去５年間

における志願者数の推移及び入学定員充足率からも，安定的に入学定員を満たしている
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状況であることが分かった。 

以上のことから，入学定員 150 人，収容定員 600 人を増加した場合でも，入学者選抜

に支障の無い志願者数を確保し，学生の質を落とすことなく長期的かつ安定的に定員を

充足することは可能であると判断した。 

 

 ②定員を充足する見込み 

  １）高校生アンケート調査結果における学生の確保の見通し 

   前項の「入学定員設定の考え方」及び 18歳人口減少等による社会的情勢を鑑みつつ，

より客観的な定員充足の見込みについて担保するため，第三者機関である株式会社紀

伊國屋書店及び株式会社高等教育総合研究所に調査を依頼した。（資料１，別添） 

   本学の学生募集基盤となる関東近県と沖縄県の高等学校に通学する高校２年生を対

象に実施したアンケート結果では，本学群を「受験したい」と回答した生徒は 1,656

人（全体の 10.0％）であった。この 1,656人に対し，「合格した場合，入学したいです

か」と問うたところ，611人（36.9％）から「合格した場合，入学したい」と強い入学

意欲を示す結果を得ることができた。この結果は入学定員 400 人を十分に上回るもの

である。この他，調査を実施していない東京，神奈川県内の高等学校や，関東近県以

外の高等学校からも多数受験することが予見されることから，十分な定員充足が見込

まれる。 

   さらに，「受験しない」を選択した生徒のうち，2,601 人（17.9％）は「興味・関心

のある分野だが，他大学への進学を希望しているから」，834人（5.7％）は「興味・関

心のある分野だが，更に詳細を知った上で検討したいから」と回答している。これは，

アンケート用紙（資料１，別添）に記載された情報だけで回答しているためであると

考えられるため，後項において詳述する広報活動において，高校訪問や出張講義等の

積極的展開とオープンキャンパスの更なる充実を図っていくことで，より安定した定

員の充足を見込むことができる。 

 

２）外部資料からみた同系統学部の募集状況及び入学定員充足率 

資料２（別添）は，日本私立学校振興・共済事業団が公表している「私立大学・短

期大学等入学試験動向（平成 26年度から平成 28年度まで）」の「芸術系の動向」であ

る。これは，私立大学の各学部を系統別に区分したもののうち，芸術系に区分された

「音楽学部」，「芸術学部」，「造形学部」，「デザイン学部」，「その他」の平成 26年度か

ら平成 28 年度までの入試動向が分かるデータとなっている。平成 26 年度から平成 28

年度までの３年度間における入学定員充足率を見ると，まず，音楽学部はそれぞれ

84.68％，86.82％，86.28％となっている。次に，芸術学部は 105.06％，103.81％，

106.75％となっている。造形学部は 95.77％，98.53％，97.34％，美術学部は 91.30％，

92.80％，96.73％，デザイン学部は 100.53％，103.40％，102.88％という状況となっ
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ている。芸術系全体では 95.53％，96.40％，97.51％と，若干ではあるが定員割れを起

こしていることが見て取れるが，この３年度間の入学定員充足率は漸増してきており，

回復傾向にあることも分かる。なお，本学群が含まれると想定される芸術学部の入学

定員充足率は 105％前後で推移していることから，芸術系の中において好調な分野であ

り，かつ安定的に入学者を確保できる分野であることが分かる。 

   資料３（別添）は，「日本私立学校振興・共済事業団 私立大学等入学志願の過去５

年間の動向」のうち，「芸術系」に区分される学部を過去５年間分抽出・作成したデー

タである。芸術系全体でみると，平成 24年度の 41,424人から 40,047人へと僅かなが

ら志願者数が減少している。 

   下表（表２）は，本学群の平成 24 年度から平成 28 年度までの過去５年間における

志願者数の推移である。平成 24年度以降，入学定員 250人に対し，志願者数は平成 26

年度までは 550人前後で推移してきた。しかし，広報活動の改善等により平成 27年度

以降は 709人，995人となっており，志願者数が急増してきていることが分かる。さら

に，平成 29年度入試においては 1,244人の志願者数を得ることができ，加速度的に志

願者数を増加させている。前述したように，私立大学の芸術系における入学定員充足

率や志願者の推移と比較すると，本学群における学生募集が好調であることがこの資

料からも分かる。また，入学定員充足率をみると，平成 24 年度のみ 100％を割り込ん

でいる。これは，一般入学者選抜及び大学入試センター試験利用入学者選抜において

合格者の歩留まり率が想定より低くなったことによるものである。なお，平成 23年度

以前及び平成 25年度以降は，安定的に入学定員を満たしている状況にある。 

  【表２：本学群の志願者数等の推移】 

年度 入学定員 志願者数 志願倍率 入学者数 
入学定員 

充足率 

平成 24年度 250 594 2.38 245 98.0% 

平成 25年度 250 565 2.26 255 102.0% 

平成 26年度 250 536 2.14 265 106.0% 

平成 27年度 250 709 2.84 279 111.6% 

平成 28年度 250 995 3.98 292 116.8% 

平成 29年度 250 1,244 4.98 － － 

 

 

 イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

  定員を充足する根拠となる客観的なデータについては，前述の第三者機関に対し，次

のような調査を依頼した。 

  調査に際しては，平成 30 年度の大学入試において主な志願者層となり得る平成 28 年

度の高校２年生をアンケートの調査対象に，本学に過去３年間において志願実績が平均
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２人以上いる高等学校及び芸術系のコース・課程等を有する高等学校で，関東近県（東

京都，神奈川県，茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，山梨県，長野県，静岡県）

と沖縄県に所在する 1,277校にＦＡＸにて実施を依頼した。その後，329校からの回答の

うち 121 校から実施の承認を得ることができ，アンケート用紙を送付した。各高等学校

において調査対象である高校２年生にアンケート用紙を配付の上，回答後その場で回収

し，有効回答 16,566件を得ることができた。志願実績のある高等学校からの回答という

こともあり，客観性は十分に担保されている。 

  調査内容については，資料１（別添）の通りである。本学群の概要において，「学群の

名称」，「収容定員増加の時期」，「入学定員」，「所在地」，「養成する人材像」，「教育の特

色」，「卒業後の進路」，「学費」，「競合する大学・学部・学科の名称」について明示した。 

  問６において，本学群の概要を読んだ上で受験の意思について質問した。その結果，「受

験したい」との回答が 10.0％，1,656人，「受験しない」が 87.8％，14,544人であった。

これは，対象となる高等学校の層が多様であることや，学問分野が芸術という特定の分

野において興味・関心の有無が明確になりやすい中での調査結果であることを踏まえる

と遜色の無い結果であると判断することができる。 

  問７以降，問９までの３問については，問６で受験したいと回答した層に対し，次の

ように質問した。 

  問７では，本学群の特色について興味・関心をもった内容を複数回答可の形式で質問

した。最も多かった回答は，「多様な芸術分野を学べる」が 52.2％，864人であった。次

に，「第一線で活躍しているアーティストから学べる」が 20.6％，345 人，「音楽や美術

の教員免許（中学校・高等学校）が取得できる」が 16.6％，275 人という結果を得た。

最も多い回答となった「多様な芸術分野を学べる」については，本学群が学群制を採用

していることによって隣接領域の他の分野も同時に学修することができることが，アン

ケートに記載した僅かな情報の中で一定程度の理解を得ることができたものと考えられ

る。この他，第一線のアーティストによる指導，資格（教員免許）取得が挙げられてお

り，これらの期待に応えるためにも，着実に本計画を進行させていく。 

  問８では，本学群に合格した際の入学意思について質問した。その結果，「入学したい」

が 36.9％，611人，「併願大学の結果によっては入学したい」が 61.6％，1,020人であっ

た。受験したい層は，問７において本学群へ様々な興味・関心を抱いており，第一志望

若しくは併願大学の結果によって本学への入学意志があることを改めて確認することが

できた。なお，「入学したい」は本学群を第一志望としていることが考えられ，予定して

いる入学定員 400 人を大きく上回る 611 人から本学群に対する強い入学意志を有してい

ることが確認できた。加えて，「入学したい」及び「併願大学の結果によっては入学した

い」の各回答と問１の居住地における回答をクロス集計したところ，「入学したい」と回

答した 611 人のうち，150 人が「東京都」，313 人が「神奈川県」に居住している高校生

であることが分かった。これは，本学に自宅からの通学が可能といえる地域に居住して
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いる高校生の入学意欲のみで考えても，予定している入学定員 400 人を上回る結果を得

ることができたことから，本学群が「地元」の高校生に対して一定程度の認知がされて

いることの証左でもあるといえる。 

  さらに問９において，入学する際に興味のある専修について複数回答可の形式で質問

したところ，「演劇・ダンス専修」が 33.9％，562人，「音楽専修」が 35.8％，593人，「ビ

ジュアル・アーツ専修」が 36.8％，609 人という結果となり，各専修間において差はみ

られなかった。また，入学意欲別にクロス集計を行ったところ，「入学したい」のみでは

「演劇・ダンス専修」が 232 人，「音楽専修」が 209 人，「ビジュアル・アーツ専修」が

225人であり，強い入学意志を示す回答においても各専修間で差が無いことが確認できた。 

  なお，問 10 では，問６で本学群への受験の意思に関する設問において「受験しない」

と回答した層に対して，「受験しない理由」を複数回答可の形式で質問した。最も多かっ

た回答は，「興味・関心のある分野ではないから」が 65.8％，9,573 人であった。次に，

「興味・関心のある分野だが，他大学への進学を希望しているから」が 17.9％，2,601

人，「卒業後の進路として，大学への進学を考えていないから」が 10.6％，1,542人と続

く結果であった。分野については，対象となる高等学校の層が多様であることや文系・

理系が混在する中では止むを得ないものと認識している。 

  その一方で，２番目に多い回答となった「他大学への進学を希望している」や「更に

詳細を知った上で検討したいから」との回答については，アンケート用紙に記載された

ごく限られた情報のみを基にしてアンケートを回答しているためと考えられる。これに

ついては，後述しているように広報活動の体制や内容の充実を図っていくことによって

より多くの情報を提供し，本学群の魅力を最大限にアピールすることによって，さらに

多くの志願者，入学希望者を獲得することが可能であると判断することができる。 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

  本学群では，入学者受入れの方針を次のように定め，求める学生像を明確にしている。 

  ［入学者受入れの方針］（アドミッション・ポリシー） 

   グローバル化する社会において，他者理解を行う上で人間の営みと密接な関わ

りを持つ文化に対して，理論や歴史，表現を学ぶことは，多様な文化的背景を持

つ人々とともに生きる力を身につけることになります。また，様々な創作活動の

中で行われる試行錯誤は，予測困難な問題を解決に導くことのできる素養を高め

ることとなり，こうした力を持つ人材が，これからの社会で求められます。 

   一方，芸術の創作活動を通じて社会における芸術文化の発展に寄与する人材，

専門家として作品やパフォーマンスを提供する人材は，高度な知識基盤社会にお

いて必要不可欠な存在であります。 

   本学群は，学群制という教育システムを通して，「演劇・ダンス」「音楽」「ビジ

ュアル・アーツ」の三つの隣接する学問領域を配置し，自らが深い興味関心を抱



- 7 - 

 

いた表現やコミュニケーション方法と向き合う中で，必要とされる専門的知識と

技術を身につけていきます。 

〔求める学生像〕 

本学群では，この教育の考えに共感し，学群での学修や経験を通して，成長を

望む人たちを国や地域を問わず求めます。 

また，ここでの学びをはじめようとする人たちには，以下の素養を身につけて

おくことを求め，各選抜において，その資質をはかります。 

・高等学校までに身につけておくべき基礎学力を有する者 

・創作活動や芸術鑑賞を通して，芸術の学術的な学びに求められる意欲と関心

を有する者 

・自ら進んで学ぶ強い意欲と自立心を有する者 

・芸術，文化，人，表現，コミュニケーション等に強い関心を持ち，創作活動

やアートマネジメント等に積極的に挑戦する意欲を有する者 

・建学の理念を理解し，他者に奉仕し，ともに向上する意欲を有する者 

 

 人口減少社会に伴う急激な少子化の影響の煽りを受けることなく，この方針に適う学生

を安定的かつ長期的に確保していくためには，重層的な広報活動の積極的展開が肝要であ

ることは言うまでもないことである。これらを踏まえ，次の体制及び内容等により取り組

んでいくこととしている。 

 

 ①広報活動の体制 

学長を中心として，本学群専任教員及び募集広報活動の主管部署である入試事務室職

員の他，全学的な教職協働体制により，本学群への進学意欲の向上のための広報活動を

展開する。 

  教員は，主として高等学校への出張講義や高等学校への訪問を中心に行う。実際の教

育・研究を行う教員としての視点で，本学群の入学者受入れの方針に共感して入学した

学生を育成するためにどのような教育を行っていくのかを，高等学校の教員及び生徒等

に示していく。これに加え，高等学校での進学説明会や会場等で行われる進学相談会等

にも職員とともに積極的に参加し，より魅力的な情報の発信を行う。 

  職員は，オープンキャンパスをはじめとする各種イベントの企画，広報媒体掲載の準

備等を行いつつ，全国の高等学校訪問，進学ガイダンスや進学相談会等に積極的に参加

することとしており，全学的なチーム体制をもって臨むこととしている。 

 

 ②広報活動の内容 

  １）高校訪問 

   本学に自宅から通学できる範囲内にある東京都及び神奈川県を中心として，埼玉県，
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千葉県，山梨県東部，静岡県東部に所在する高等学校を定期的に訪問する。訪問に際

しては進路指導担当教諭に広報活動を行いつつ，当該年度の受験生の進路志望状況等

の情報収集も併せて行う。しかし，本学群は芸術を学修するという特性から，本学他

学群とは少し異なり，比較的全国各地の高等学校からの志願及び進学の実績があるこ

とから，積極的に訪問する。訪問に際しては，当該地域で開催される進学説明会の前

後に各高等学校を訪問し，進学説明会への参加の要請や，進路担当教諭だけでなく本

学への進学希望者がいる場合は，当該生徒との面談も行い，教育内容や入試の実施方

法等についての相談を行う。 

全国各地における高校訪問は，教職員だけでなく，本学卒業生や本学在学中の学生

の保護者の協力も得て実施する。本学では在学中の学生の保護者の組織を地域ごとに

設けており，毎年１回，各地で「保護者懇談会」を行い，遠方地域から親元を離れて

通う学生の保護者に対し，教育研究活動の説明や相談をはじめとした懇談を行ってい

る。その説明等の中で，学生の出身高等学校や学習塾，当該地域の高等学校へ出向い

てもらい，ポスターの掲示依頼や進路担当教諭等に説明等を行う。教職員の視点には

ない保護者ならではの視点で本学の魅力を伝えてもらうことが可能であり，高等学校

からの評判も良いことから，本学群についても保護者の視点から全国各地の高等学校

への訪問も行う。 

 

  ２）出張講義及び模擬授業 

本学の通学圏内である東京都及び神奈川県をはじめ，埼玉県，千葉県，山梨県東部，

静岡県東部に所在する高等学校を中心に，専任教員による出張講義や模擬授業を積極

的に実施する。教育関係の広告代理店からの依頼による出張講義や高等学校から直接

の依頼によるものなど，様々な形で数多くの依頼がある。出張講義の内容は具体的に

示されることが多く，その内容に応じて積極的に対応する。その際は，本学群専任教

員全員で対応する。 

また，本学は「高大連携制度」を設けており，東京都及び神奈川県の高等学校を中

心に，現在 67校と協定を締結している（資料４，別添）。この高大連携協定校を含め，

通学距離圏内にある高等学校に対し，入試事務室と連携して出張講義や模擬授業を行

う。この他，近年は授業の一環で本学へキャンパス見学に訪れる高等学校も数多くあ

るため，生徒や引率の教諭に対しても模擬授業やワークショップ等を行うことで，本

学群の魅力を十分に伝えていく。 

 

  ３）オープンキャンパス 

本学では，例年３月から 11月にかけて，複数回にわたりオープンキャンパスを実施

している。平成 28年度は 13,471人の参加者があり，近年は 13,000人を超える来場者

（表３）となっている。開催する時期によって対象学年が異なってくることから，随
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時実施内容を変えて行う。主な実施内容としては，大学全体のガイダンスにはじまり，

本学群等の教育内容等に関するガイダンスや体験授業，ワークショップ，海外留学等

の国際交流や在学生との懇談，キャンパスツアー，入試ガイダンス等を実施する。開

催に際しては各学群の専任教員，入試事務室を中心とした各部署の専任職員による教

職員のほか，桜インターンと呼称している本学在学生が多数連携して行う。 

大学全体のオープンキャンパスに加え，本学群のみに特化したオープンキャンパス

（「芸術文化学群デー」）も実施し，声楽や管弦打楽器，ピアノ等の体験レッスンをは

じめ，演劇，ダンス，映画演出・撮影，デジタルアート等のワークショップを展開す

る。 

オープンキャンパスは高校生に対して本学の魅力を伝える最大の広報手段の一つと

なっており，本学群においてもこのオープンキャンパスを十分に活用する。 

なお，例年 10 月下旬から 11 月上旬にかけて大学祭を開催しており，期間中は，受

験生向けに「受験・進学相談会」も開催している。本学学生が躍動しているところを

高校生に直接見てもらう良い機会であるとともに，本学への関心を高めるものとして

継続的に実施している。 

  【表３：オープンキャンパス参加者数（平成 24年度～平成 28年度）】 

年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

人数 9,686人 10,579人 13,138人 13,704人 14,549人 

 

  ４）ＡＯ・推薦準備セミナー 

   オープンキャンパスで行う入試ガイダンスとは異なり，本学を第一志望として検討

している高校生を主な対象として，これまでの学びや経験を振り返るとともに，学び

への興味・関心を考えさせる機会としてセミナーを実施している。また，次に述べる

ように学年によってセミナーの内容は異なる。 

高校生全体の共通内容としては，これまでの学びと経験を振り返る，学びへの興味・

関心を考える，ＡＯ入試や推薦入試での評価ポイントのチェック等がある。また，高

校３年生独自のセミナーとして，自己申告書や志望理由書を作成するためのヒントと

なるワークショップを行う。高校１・２年生独自のセミナーとしては，未来を拓く充

実した高校生活の過ごし方に関するワークショップを行う。 

このように，学年により内容を変化させることにより，本学への志望動機を一層高

めていき，早期から本学を目指す生徒の獲得を図る。 

 

  ５）ウェブサイト 

ウェブサイトは高校生に対し，本学の魅力を伝える手段として最も有効な第一接触

媒体である。現在，大学をはじめとして学園全体におけるウェブサイトのリニューア

ルについて具体の検討を重ねているところである。本学群の学群制をより分かりやす
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く示し，かつ本学群を含む各学群のウェブサイトについても，独自に魅力を発信する

ことができるものとする。文部科学省の「ＰＲ活動について」に従い，学群全体の概

要，三つの方針（入学者受入の方針，教育課程編成の方針，学位授与の方針），学群の

特色や魅力，教員紹介，キャリア，学生生活等を掲載する。掲載内容については，文

字だけでなく動画での紹介も取り入れ，より具体的な魅力を発信していくことができ

るよう努める。 

また，高校生のスマートフォン保有率は 90％を超え，スマートフォンを利用したア

クセスが極めて高くなってきていることから，スマートフォン用のウェブサイトも同

等に構築する。 

随時更新を行い，常に最新の情報を提供することを心掛けるとともに，学生の声も

多く発信していくことで，高校生が本当に知りたいことを学生の視点から伝えていく

ことにも注力する。 

 

  ６）進学相談会及び進学説明会への参画 

進学情報誌や進学情報サイト等の各種媒体の広告代理店等が主催する全国各地の会

場で開催する進学相談会，高等学校での進学説明会に積極的に参画する。この相談会

や説明会は年間を通じて実施されており，時期により高校３年生だけでなく，１年生

や２年生を対象として実施される。昨今は１年生から進学相談会へ参加する生徒も多

く，早い時期から進路の意識が高まっている。本学群においても，１，２年生のうち

から魅力を伝え，進学を希望してもらえるよう意識づけを行う。 

また，これらで出会った生徒たちには，以降も継続して本学の魅力を発信し続けて

いく。郵送物やソーシャルネットワーキングサービスを活用し，発信する時期により

その内容も変えていく。年度初めのうちはオープンキャンパスの情報，その後は留学

等の国際交流，入試日程や入試内容等といったように，手元に届いた高校生が常に新

しい情報に触れることができるようにする。 

 

  ７）進学情報誌等の媒体への掲出 

進学情報誌や進学情報サイトへの掲出も積極的に実施する。掲出に際しては，本学

におけるこれまでの掲出実績を勘案しつつ実施するほか，本学群単体での各種媒体（進

学情報誌や進学情報サイト，新聞，雑誌，メディア等）への掲出も積極的に行う。 

 

８）海外教育機関への訪問 

本学は国際的な質保証にも積極的に取り組んでいる。その活動の一環として，世界

大学総長協会（ＩＡＵＰ）や国連アカデミックインパクト（ＵＮＡＩ）をはじめ，ア

ジア・キリスト教大学協会（ＡＣＵＣＡ），国際大学協会（ＩＡＵ），アジア太平洋大

学交流機構（ＵＭＡＰ）等に加盟し，国際的な連携協力体制を整えており，本学群の
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広報活動についてもトップマネジメントによって推し進める。 

アジア各国だけでなく，昨今は欧州諸国においても日本の様々な文化や芸術に興味

関心を抱く者が増えていることから，本学群の新たな芸術教育の展開により，日本そ

して本学における芸術教育を海外に発信するとともに，これに共感する外国人留学生

が本学で学びたいと考え，日本人学生と外国人留学生がともに学び合う場となるよう

推し進める。 

 

  ９）志願予定者の動向分析 

上述した高校訪問や進学相談会，オープンキャンパス等で得た志願予定者の動向等

は，入試事務室において情報を集約し，分析を行う。 

また，文部科学省等の公的機関や進学媒体等より提供されるデータ等からも受験生

や他大学等の動向も分析し，その分析結果を基に広報活動の内容を不断に改善しつつ，

学生の確保に注力する。 

 

 

２ 人材需要の動向等社会の要請 

 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

  本学群は，建学の精神に基づき，「キリスト教精神に基づいた教養豊かな識見の高い国

際的人材を育成することを基本理念とし，芸術分野における専門知識と技能を身につけ，

グローバルな視野をもって芸術文化の振興に貢献すること」を教育研究上の目的として

いる。この目的を実現するため，体系的に編成したカリキュラムの下で卒業要件を満た

し，本学群が求める知識，技能，能力を身につけた者に対して卒業を認定し学士の学位

を授与することとしている。 

 

（２）上記（１）が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観

的な根拠 

①外部資料からみる本学群の人材需要 

 平成 12 年度に文学部総合文化学科として設置認可を受け，その後平成 17 年度に文学

部から独立して「総合文化学群」となり，平成 25年度に芸術分野の専門性を高めること

を学びの主眼として名称を変更した本学群は，これまでにも芸術分野における様々な人

材を世に輩出してきた。 

 一方，外部資料をみると，平成 28 年６月２日に閣議決定された「日本再興戦略 2016 

－第４次産業革命に向けて－」（資料５，別添）には，我が国の文化芸術資源を活用した

産業の活性化についてまとめられている。我が国の文化芸術資源は，地域の活性化や新

しい技術・手法の開発及び市場拡大，更には海外への発展等，様々な分野において経済
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成長に繋がる可能性を有しており，文化芸術資源を担う人材の育成は我が国の将来にお

いて非常に重要な課題であるといえる。 

 文化庁において行われた第 16期文化審議会第１回総会で配付された「文化芸術資源を

活用した経済活性化（平成 28 年４月 13 日）」（資料６，別添）においても，文化芸術は

観光地の魅力や産業の付加価値などを生み出す源であり、文化芸術への投資は他の様々

な産業分野への経済波及効果を生み出すとされ，平成 23年時点における日本の文化産業

の経済規模は 53,804 億円と，総ＧＤＰの 1.2％の割合で，今後も成長が見込まれる分野

であるとされている。また，当該資料では，芸術祭やセンターの設立等による文化資源

を活用した経済活性化の事例についての紹介とともに，それらを担う芸術分野の人材育

成と活動を支えるプロデューサー人材の育成の必要性についても記されている。 

 また，我が国の文化芸術は様々なコンテンツを生み出してきた背景がある。経済産業

省が平成 28年 12月に公表した「コンテンツ産業の現状と今後の発展の方向性」（資料７，

別添）によると，我が国のコンテンツ産業の市場規模は約 12 兆円と，平成 23 年の東日

本大震災以降回復傾向にあるものの，国内人口のピークアウト等により，成長は横ばい

で推移している状況にある。今後の経済成長のためには，平成 26年の 5,552億円から平

成 32 年には 6,993 億円と 3.9％もの成長が予測されている海外での需要獲得こそが重要

であるとして，「クールジャパン戦略」を紹介している。当該戦略においても同様に，コ

ンテンツを創出する人材及び発信・展開するプロデューサーの育成が非常に重要である，

とされている。 

さらに，文部科学省の「学校基本調査」における私立大学の卒業後の進路（資料８，

別添）をみてみると，芸術分野の就職率（卒業者の合計から進学者等を除いた値を正規

職員への就業者で除する数値）は過去５年間の平均で 49.7％となっている。加えて，平

成 24年以降の就職率は上昇傾向にあり，当該分野における就職者が増加してきているこ

とを意味する。 

 我が国の文化芸術資源を活用した経済活性化を担う人材は，地域社会からグローバル

社会まで，国境を超えたグローバルなコミュニケーションツールである芸術という分野

において活躍する人材であり，将来的に幅広く需要が増えていくものと考えられる。 

 これらの社会の需要，期待に応えるべく，本学群では，単に芸術分野の技術修得に留

まらず，最大拠点である町田キャンパスを中心に町田市や相模原市等の市民の方々を交

えた合同発表会やコンサートをはじめとして，地元小学校におけるアウトリーチ活動等

の地域社会との交流を積極的に実施してきている。また，海外の著名なアーティストを

招いた学内レッスン，本場中国での学生による京劇公演等，グローバルな視野での交流

も同様に実施してきている。これらに加えて，従前より行ってきた本学群における英語

教育や海外の芸術文化を体験できる研修プログラムをより一層充実させることで，国内

外の芸術を学び，グローバルな視野と感覚で文化振興に寄与することのできる人材の育

成を行っていく。 
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②本学群の卒業後の進路 

 下表（表４）は，平成 27年度に本学群を卒業した者たちの学校基本調査における卒業

後の進路の一覧である。学校基本調査上の「就職率」とは，正規の職員等として就職し

た就職者を，進学者数を除いた卒業者数で除した割合で算出している。この基準で本学

群全体の就職率を算出すると 55.4％となる。前出の「「学校基本調査」私立大学の卒業後

の進路」（資料８，別添）において「芸術計」の５年間の平均は 49.7％となっており，本

学群全体の就職率は 5.7 ポイント上回っている。同様の観点で専修別に見てみると，演

劇専修の 45.6％と映画専修の 51.6％は資料８中の「その他（52.6％）」に相当すると見

做した場合，演劇専修は若干下回っているものの，映画専修はほぼ同水準にある。同様

に，音楽専修の 75.0％は「音楽（39.4％）」と極めて大きく上回っていることが分かる。

造形デザイン専修の 63.3％は「美術（44.5％）」及び「デザイン（58.5％）」のいずれに

も該当するものと見做すことができるが，どちらの場合においても大きく上回っている

ことが分かる。演劇専修が学校基本調査上の就職率から若干下回っている原因について

は，卒業後に芸術活動を選択する者が多くいるためである。演劇専修だけでなく，本学

群では分野の特性から，卒業後は技術や知識，個性を活かしてアーティストや独立とい

った芸術活動等の進路を選ぶ割合が他の分野よりも非常に多い傾向にある。 

これは本学群だけということではなく，他大学の芸術系の学部に総じて言えることで

ある。大学進学で芸術系の学修を選択した学生は，卒業後の進路として「企業等への就

職」を選択しない学生が多い。裏を返せば，彼らは「芸術活動」という進路を選択した

ともいえよう。芸術系の分野を学修した学生にとっては，国内外の第一線で活躍できる

アーティストになること等を目標に芸術活動を行っていくことも「就職」と同等若しく

はそれ以上の進路なのである。第一線で活躍している本学群の教員も学生時代にはこの

ような進路を選択し，大変な努力と労苦を重ねてきたこともあって，この進路を選択し

た学生の心情と決断は十分に理解した上でのアドバイジングを行っている。このような

理由から，本学としては，本学群における卒業後の進路としての芸術活動は，「企業等へ

の就職」として就職率等への数値には反映されなくとも，立派な卒業後の進路選択であ

ると認識している。また，芸術系という学問分野は，企業等への就職率といった，単な

る数値だけでは測ることができない分野であることを，受験生の保護者や社会に対して

周知していく。 

一方，当然ながら企業等への就職を選択する学生が数多くいることにも間違いはない。

これは，本学群が芸術系の単科大学とは異なり，総合大学の中の芸術系学群として，ま

た学生が本学の特長の一つである学群制を十分に活用して，自らの興味・関心に応じて

他学群の授業も履修することで，さらに幅広い知識等を修得していることによるもので

ある。 
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【表４：「学校基本調査」における本学群及び専修別卒業後の進路（平成 27年度）】 

専修 就職率 進学者数

を除いた

人数 

合計 

（卒業者

数） 

進学者数 就職者 

（正規の

職員等） 

就職者 

（正規の

職員等で

ない者） 

専修学

校・外国

の学校等

入学者 

一時的な

仕事に就

いた者 

左記以外 

演劇 45.6% 90 90 0 41 8 1 7 33 

音楽 75.0% 32 34 2 24 1 0 1 6 

造形 63.3% 49 49 0 31 2 1 5 10 

映画 51.6% 31 31 0 16 5 0 5 5 

総計 55.4% 202 204 2 112 16 2 18 54 

下図（図１）は，本学群の平成 27年度就職状況を専修別かつ業界別に示したものであ

る。各専修によっていくつかの特徴がみられるものの，総合大学の中の芸術系学群とし

て，幅広い業界に就職していることが分かる。演劇専修は「小売業」や「生活関連サー

ビス業・娯楽業」で約半数を占めつつ，他の業界にも数％前後の割合で幅広く就職して

いることが見て取れる。音楽専修は全体的にバランスよく各業界の就職を果たしている

中で，「学校教育」「その他の教育・学習支援業」への就職が 10％余りの割合で就職して

いる。これは、教員免許（音楽）の資格やピアノ等の楽器の演奏等で培った技術を活か

した就職であり，幅広い就職先の中にも自ら学修に直結した進路を選択していることが

見て取れる。造形デザイン専修は「小売業」への就職が半数近くを占めており，様々な

デザインについて学修してきたことを企画職やデザイナー等として就職に活かしている

ことが見て取れる。映画専修は「情報通信業」への就職が半数近くを占めている。これ

は，本専修で映画をはじめとする映像に関する技術や知識を就職に活かしていることが

見て取れる。 

【図１：本学群専修別卒業生の業界別就職割合（平成 27年度）】 
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また，下表（表５）は平成 27年度に本学群を卒業した者のうち，企業等への就職を希

望した者がどれだけ就職を決定したかを示したものである。これで見ると、学群全体で

は 97.0％，専修別に見ても音楽専修や映画専修は 100％を示す等，就職を希望した学生

は図１に示す業界へ就職を果たしている。 

このように，各専修で修得した知識や技術を活かしつつも幅広い業界に就職している

ことから，本学群で修得した技術のみならず，知識や教養が企業活動においても高い評

価を得ていることの証左であるといえる。 

【表５：本学群及び専修別卒業者中の就職希望者における就職率（平成 27年度）】 

専修 就職希望者数 

就職決定者数 

（正規の職員等に正規の

職員等でない者を加えた

就職者数） 

就職決定率 

演劇 50 49 98.0% 

音楽 25 25 100.0% 

造形デザイン 36 33 91.7% 

映画 21 21 100.0% 

総計 132 128 97.0% 

  

 以上のことから，芸術分野及びその他の業界においても，本学群が養成した人材の社

会的需要は十分に高いものと推定することができる。 
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１ 調査の概要 
 

◆調査の目的 ： 本調査は、桜美林大学が平成 30年 4月に定員増加を構想中の「芸術文化

学群」の学生確保の見通しを、大学外の公正な第三者機関によりアンケ

ートを用いて測ることを目的とする。 

  

◆調 査 期 間 ： 平成 29年 1～2月 

 

◆調 査 対 象 ： 平成 30 年度の大学入試を受験する可能性が最も高い、平成 28 年度の高

校 2年生をアンケートの対象とした。 

 

◆調 査 方 法 ： 桜美林大学の「芸術文化学群」における過去 3 年間の志願実績より、志

願者が平均 2 名以上いる高等学校に加え、芸術系のコース・課程等をも

つ高等学校で、関東近県（東京都、神奈川県、茨城県、栃木県、群馬県、

埼玉県、千葉県、山梨県、長野県、静岡県）と沖縄県に所在する 1,277

校に FAX にて実施を依頼。実施の承認が得られた 121 校にアンケートを

送付。各校の教員が調査対象である高校 2 年生にアンケート用紙を配布

の上、回答後その場で回収した。 

        依頼対象校の内訳は以下の通り。 

高等学校の所在地 学校数 

東京都 323校 

神奈川県 217校 

茨城県 108校 

栃木県 6校 

群馬県 2校 

埼玉県 160校 

千葉県 152校 

山梨県 36校 

長野県 92校 

静岡県 115校 

沖縄県 66校 

合計 1,277校 
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◆調 査 内 容 ： アンケート項目は全 10問で、全て選択肢式とした。 

        主な質問内容は、以下の通りである。 

         『回答者の基本情報（居住地・性別）について』 

         『回答者の高校卒業後の希望進路について』 

         『桜美林大学「芸術文化学群」への受験・入学意欲について』 

 

◆実 施 校 ： 121校   （実施率 9.5％  ／ 依頼数 1,277校） 

 

◆有 効 件 数 ： 16,566件  （回収件数 16,616件 ／ 有効件数率 99.7％ ） 

 

◆実施高校 ： 本アンケートに協力いただいた 121校の詳細は以下の通り。 

 

１．所在地別の実施高校数 

 所在地 公立 私立 合計 割合 

東京都 4 21 25 20.7% 

神奈川県 37 13 50 41.3% 

茨城県 10 4 14 11.6% 

埼玉県 2 3 5 4.1% 

千葉県 4 2 6 5.0% 

山梨県 4 1 5 4.1% 

長野県 5 2 7 5.8% 

静岡県 3 4 7 5.8% 

沖縄県 2 0 2 1.7% 

合計 71 50 121 100.0% 

割合 58.7% 41.3% 100.0%  
 

２．設置者別の実施高校数 

 

 

 

私立, 50.校, 
41.3%

公立, 71.校, 
58.7%
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２ 全質問項目の集計結果  

※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％

と一致しない。 

 

3～7ページは、アンケートで回答を得た 16,566人の回答結果に基づく全質問項目の集計

結果である。 

 

 

問１  あなたが現在お住まいの都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 東京都 3,496 21.1%  

 2 神奈川県 7,970 48.1%  

 3 千葉県 1,126 6.8%  

 4 埼玉県 836 5.0%  

 5 茨城県 1,728 10.4%  

 6 栃木県 21 0.1%  

 7 群馬県 36 0.2%  

 8 その他 1,353 8.2%  

   計 16,566 100.0%  

      

      

問２  あなたの性別をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 男性 7,166 43.3%  

 2 女性 9,400 56.7%  

   計 16,566 100.0%  
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問３  高校卒業後の希望進路についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 16,566人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 大学 12,034 72.6%  

 2 短期大学 1,271 7.7%  

 3 専門学校 3,613 21.8%  

 4 就職 1,468 8.9%  

 5 その他 224 1.4%  

  無回答 47 0.3%  

      

問４  あなたの興味のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 16,566人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 芸術 2,671 16.1%  

 2 文学・歴史・心理 3,132 18.9%  

 3 経済・経営・ビジネス 3,334 20.1%  

 4 法学・政治 1,500 9.1%  

 5 外国語・国際関係 2,673 16.1%  

 6 社会・社会福祉・観光 1,475 8.9%  

 7 教育・保育 2,834 17.1%  

 8 理学・工学・情報 2,219 13.4%  

 9 農・畜産・水産 698 4.2%  

 10 医学・歯学・薬学 873 5.3%  

 11 医療・看護 1,711 10.3%  

 12 栄養・家政 1,219 7.4%  

 13 スポーツ・健康科学 2,216 13.4%  

 14 その他 1,037 6.3%  

  無回答 159 1.0%  
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問５  あなたが好きな芸術の分野をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 美術 1,316 7.9%  

 2 音楽 6,885 41.6%  

 3 演劇 429 2.6%  

 4 ダンス 1,388 8.4%  

 5 ミュージカル 674 4.1%  

 6 デザイン 1,234 7.4%  

 7 映像・アニメ 3,088 18.6%  

 8 その他 584 3.5%  

  無回答 968 5.8%  

   計 16,566 100.0%  

      

      

問６  あなたは桜美林大学の「芸術文化学群」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 受験したい 1,656 10.0%  

 2 受験しない 14,544 87.8%  

  無回答 366 2.2%  

   計 16,566 100.0%  

      

 

 
     

以下の問７・問８・問９は、問６で「１．受験したい」を選択した 1,656 人が回答対象である。  
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問７  桜美林大学の「芸術文化学群」の特色について、あなたが興味・関心をもった内容をお答えくださ 

い。（あてはまるものすべてに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 1,656人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 多様な芸術分野を学べる 864 52.2%  

 2 第一線で活躍しているアーティストから学べる 345 20.8%  

 3 
キャリア開発センターがあり、学生一人ひとりの就職などをサポート

している 
211 12.7%  

 4 音楽や美術の教員免許（中学校・高等学校）が取得できる 275 16.6%  

 5 各分野において、充実した施設・設備がある 263 15.9%  

 6 学費が安い 251 15.2%  

 7 自宅から通学しやすい 248 15.0%  

 8 その他 199 12.0%  

  無回答 35 2.1%  

      

      

問８  あなたは桜美林大学の「芸術文化学群」に合格した場合、入学したいですか。 

（あてはまるもの１つに○） 

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 合格した場合、入学したい 611 36.9%  

 2 合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい 1,020 61.6%  

  無回答 25 1.5%  

   計 1,656 100.0%  

      

      

問９  桜美林大学の「芸術文化学群」には以下の３つの専修があります。あなたが入学する際に興味 

がある専修はどれですか。（あてはまるもの１つに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 1,656人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 演劇・ダンス専修 562 33.9%  

 2 音楽専修 593 35.8%  

 3 ビジュアル・アーツ専修 609 36.8%  

  無回答 80 4.8%  
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以下の問 10は、問６で「２．受験しない」を選択した 14,544 人が回答対象である。  

      
      

問 10 あなたが桜美林大学の「芸術文化学群」を「受験しない」とされた理由をお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 ※ 複数回答項目のため、回答数は延べ。    

 ※ 構成比は、回答者 14,544人のうち、各項目を挙げた者の割合。    

      
 番号 選択項目 回答数 構成比  

 1 興味・関心のある分野ではないから 9,573 65.8%  

 2 興味・関心のある分野だが、他大学への進学を希望しているから 2,601 17.9%  

 3 興味・関心のある分野だが、更に詳細を知った上で検討したいから 834 5.7%  

 4 卒業後の進路として、大学への進学を考えていないから 1,542 10.6%  

 5 通学が不便そうだから 1,063 7.3%  

 6 学費が高いから 1,035 7.1%  

 7 その他 480 3.3%  

  無回答 2,304 15.8%  
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３ 集計結果のポイント 
※「構成比」（％）はいずれも、小数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも 100.0％

と一致しない。 

 

● 回答者の 7 割が東京都、神奈川県に居住。 

 

回答者 16,566 人のうち、東京都に 3,496 人（21.1％）、神奈川県に 7,970 人（48.1％）、

その他の県（千葉県、埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県、その他）に 5,100 人（30.8％）が

居住していると回答した。桜美林大学へのアクセスが良く、自宅からの通学が現実的に可

能と考えられる東京都と神奈川県に居住している回答者の合計は 11,466 人（69.2％）とな

っており、実際の募集を想定した地域にて実施していることから、調査結果の適性は充分

に担保しているといえる。 

 

グラフ 回答者の居住地 （「問１」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回答者の男女比は男性が 4 割、女性が 6 割。 

 

回答者 16,566 人のうち、男性は 7,166 人（43.3％）、女性は 9,400 人(56.7％）であった。 

 

グラフ 回答者の性別 （「問２」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性, 7,166人, 
43.3%

女性, 9,400人, 
56.7%

東京都, 

3,496人, 
21.1%

神奈川県, 7,970人, 
48.1%

千葉県, 1,126人, 
6.8%

埼玉県, 836人, 
5.0%

茨城県, 1,728人, 
10.4%

栃木県, 21人, 
0.1%

群馬県, 36人, 
0.2%

その他, 1,353人, 
8.2%
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47人

224人

1,468人

3,613人

1,271人

12,034人

人 2,000人 4,000人 6,000人 8,000人 10,000人 12,000人 14,000人

無回答

その他

就職

専門学校

短期大学

大学

159人

1,037人

698人

873人

1,219人

1,475人

1,500人

1,711人

2,216人

2,219人

2,671人

2,673人

2,834人

3,132人

3,334人

人 500人 1,000人 1,500人 2,000人 2,500人 3,000人 3,500人 4,000人

無回答

その他

農・畜産・水産

医学・歯学・薬学

栄養・家政

社会・社会福祉・観光

法学・政治

医療・看護

スポーツ・健康科学

理学・工学・情報

芸術

外国語・国際関係

教育・保育

文学・歴史・心理

経済・経営・ビジネス

● 回答者の 7 割以上が、高校卒業の進路として大学進学を希望。 

 

回答者 16,566 人のうち、72.6％にあたる 12,034 人が高校卒業後の進路として「大学」

を選択しており、他の選択肢と比較して圧倒的に多い回答数となった（複数回答の結果）。 

 

グラフ 高校卒業後の希望進路（「問３」結果より）※複数回答の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 興味のある学問分野として「芸術」に 2,671 人が選択。 

 

回答者 16,566 人のうち、興味のある学問分野として、16.1％にあたる 2,671 人が「芸術」

を選択し、全体で 5 番目に多い回答となった（複数回答の結果）。 

 

グラフ 興味のある学問分野（「問４」結果より）※複数回答の結果、回答の多い順 
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● 好きな芸術の分野として、4 割が「音楽」、2 割が「映像・アニメ」。 

 

回答者 16,566 人のうち、好きな芸術の分野として 6,885 人（41.6％）が「音楽」、3,088

人（18.6％）が「映像・アニメ」を回答しており、8 分野のなかで回答が目立った。 

 

グラフ 好きな芸術の分野（「問５」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 1,656 人が桜美林大学の「芸術文化学群」を「受験したい」と回答。 

 

回答者 16,566 人のうち 10.0％にあたる 1,656 人が、桜美林大学の「芸術文化学群」を「受

験したい」と回答した。同学群は入学定員を 400 人に増加させることを構想中であり、増

加構想中である入学定員の 4.1 倍の高校生より受験意欲を示す回答が得られた。 

 

グラフ 桜美林大学の「芸術文化学群」を「受験したい」高校生（「問６」結果より） 

 

 

 

 

 

  

音楽, 6,885人, 
41.6%

映像・アニメ, 

3,088人, 18.6%
ダンス, 1,388人, 

8.4%

美術, 1,316人, 
7.9%

デザイン, 1,234人, 
7.4%

ミュージカル, 

674人, 4.1%

演劇, 429人, 
2.6%

その他, 584人, 
3.5%

無回答, 968人, 
5.8%

受験したい, 1,656

人, 10.0%

受験しない, 

14,544人, 87.8%

無回答, 366人, 
2.2%
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● 受験意欲を示した内容として、半数が「多様な芸術分野を学べる」を選択。 

 

桜美林大学の「芸術文化学群」を受験したいと回答した 1,656 人が興味・関心をもった

「芸術文化学群」の特色として、52.2％にあたる 864 人が「多様な芸術分野を学べる」を

選択し、他の選択肢に比べ回答が目立った（複数回答の結果）。 

 

グラフ 興味・関心をもった特色（「問７」結果より）※複数回答の結果、回答の多い順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 611 人が桜美林大学の「芸術文化学群」に「入学したい」と回答。 

 

桜美林大学の「芸術文化学群」を「受験したい」と回答した 1,656 人に対し、合格した

場合の入学意欲について質問した結果、予定する入学定員 400 人の 1.5 倍となる 611 人が

「入学したい」と回答、1,020 人が「併願大学の結果によっては入学したい」と回答した。 

 また、「入学したい」および「併願大学の結果によっては入学したい」の各回答と、問１

の居住地における回答をクロス集計したところ、「入学したい」と回答した 611 人のうち、

150 人が「東京都」、313 人が「神奈川県」に居住している高校生であり、桜美林大学にも

っとも通学しやすい地域に居住している高校生の入学意欲のみでも、予定する定員 400 人

を上回る結果となった。 

 

 

 

 

35人

199人

211人

248人

251人

263人

275人

345人

864人

人 100人 200人 300人 400人 500人 600人 700人 800人 900人 1,000人

無回答

その他

キャリア開発センターがあり、

学生一人ひとりの就職などをサポートしている

自宅から通学しやすい

学費が安い

各分野において、充実した施設・設備がある

音楽や美術の教員免許

（中学校・高等学校）が取得できる

第一線で活躍しているアーティストから学べる

多様な芸術分野を学べる
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1,656人

611人 1,020人

400人

人 200人 400人 600人 800人 1,000人 1,200人 1,400人 1,600人 1,800人

「芸術文化学群」

の入学定員（予定）

問８で「芸術文化学群」へ

入学意欲を示した高校生

問６で「芸術文化学群」

を「受験したい」と回答した高校生

問８で「入学したい」 問８で「併願大学の結果によっては入学したい」

グラフ 桜美林大学の「芸術文化学群」への受験・入学意欲（「問６」「問８」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

表・グラフ 所在地別・「芸術文化学群」への入学意欲（「問１」「問８」結果より） 

 

 

所在地 
入学したい 

併願大学の結果によっては 

入学したい 

 

 回答数 構成比 回答数 構成比  

 東京都 150 24.5% 259 25.4%  

 神奈川県 313 51.2% 513 50.3%  

 千葉県 33 5.4% 53 5.2%  

 埼玉県 25 4.1% 49 4.8%  

 茨城県 39 6.4% 71 7.0%  

 栃木県 6 1.0% 2 0.2%  

 群馬県 4 0.7% 1 0.1%  

 その他 41 6.7% 72 7.1%  

 合計 611 100.0% 1,020 100.0%  

 

 

  

259人

150人

513人

313人

53人
33人

49人

25人 71人
39人

2人
6人 1人

4人

72人

41人

人 200人 400人 600人 800人 1,000人 1,200人

併願大学の結果によっては

入学したい

合格した場合、入学したい

東京都 神奈川県 千葉県 埼玉県 茨城県 栃木県 群馬県 その他

入学定員の 4.1 倍 

入学定員の 1.5 倍 
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● 入学する際に興味がある専修として、いずれの専修も均等に回答。 

 

桜美林大学の「芸術文化学群」を受験したいと回答した 1,656 人が興味のある専修とし

て、33.9％にあたる 562 人が「演劇・ダンス専修」、35.8％にあたる 593 人が「音楽専修」、

36.8％にあたる 609 人が「ビジュアル・アーツ専修」と回答しており、専修間で差がみら

れなかった（複数回答の結果）。 

また、下記のグラフの通り入学意欲別でクロス集計を行った結果、もっとも回答が少な

かったのは「演劇・ダンス専修」であるが、「入学したい」のみでは 232 人が回答しており、

もっとも回答が多かった。 

 

グラフ 入学意欲別・入学する際に興味がある専修（「問８」「問９」結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 834 人が「更に詳細を知った上で検討したいから」と回答。 

 

桜美林大学の「芸術文化学群」を受験しないと回答した 14,544 人にその理由を質問した

ところ、65.8％にあたる 9,573 人が「興味・関心のある分野ではないから」と回答し、もっ

とも多い回答であった。各選択項目の中で、「興味・関心のある分野だが、更に詳細を知っ

た上で検討したいから」には 5.7％にあたる 834 人が回答している（複数回答の結果）。 

 

表 「芸術文化学群」に受験しない理由（「問１０」結果より）※複数回答の結果、回答の多い順 

 

 選択項目 回答数 構成比  

 興味・関心のある分野ではないから 9,573 65.8%  

 興味・関心のある分野だが、他大学への進学を希望しているから 2,601 17.9%  

 卒業後の進路として、大学への進学を考えていないから 1,542 10.6%  

 通学が不便そうだから 1,063 7.3%  

17人

225人

209人

232人

41人

383人

383人

329人

人 100人 200人 300人 400人 500人 600人 700人

無回答

ビジュアル・アーツ専修

音楽専修

演劇・ダンス専修

入学したい 併願大学の結果によっては入学したい
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 学費が高いから 1,035 7.1%  

 興味・関心のある分野だが、更に詳細を知った上で検討したいから 834 5.7%  

 その他 480 3.3%  

 無回答 2,304 15.8%  

 

 

 

 

 

以上の結果より、桜美林大学が平成 30 年 4 月に定員増加構想中である「芸術文化学群」

の学生確保の見通しについては、予定する入学定員を上回る入学意欲を示す回答を得たた

め、入学定員の確保が十分に可能であると判断できる。 
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添付資料 

 

「桜美林大学芸術文化学群 定員増加についての高校生アンケート調査」用紙 
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定 員 増 加 に つ い て の 高 校 生 ア ン ケ ー ト 調 査

（対象： 2016(平成28)年度現在、高校2年生の皆さん）

桜美林大学は2018(平成30)年4月、芸術文化学群の入学定員を150人増員し、400人にすることを構想しています。

本学ではこのアンケート調査を通して、2018(平成30)年に大学進学時期を迎える現・高校2年生の皆さんからさまざま

なご意見をお聞きし、構想内容に少しでも反映したいと考えています。

なお、回答いただいた皆さんから得られた情報は桜美林大学芸術文化学群の定員増加に係る統計資料としてのみ活用い

たします。高校生の皆さんのアンケート調査へのご協力を、よろしくお願いいたします。

※このアンケート調査は桜美林大学から委託された第三者機関（株式会社紀伊國屋書店および株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。

問４ あなたの興味のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

１． 芸術 ２． 文学・歴史・心理 ３． 経済・経営・ビジネス

４． 法学・政治 ５． 外国語・国際関係 ６． 社会・社会福祉・観光

７． 教育・保育 ８． 理学・工学・情報 ９． 農・畜産・水産

１０． 医学・歯学・薬学 １１． 医療・看護 １２． 栄養・家政

１３． スポーツ・健康科学 １４． その他（ ）

問３ 高校卒業後の希望進路についてお答えください。（あてはまるものすべてに○）

１． 大学 ２．短期大学 ３． 専門学校

４． 就職 ５．その他（ ）

問２ あなたの性別をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

１． 男性 ２．女性

問１ あなたが現在お住まいの都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

※ 構想中のため、変更となる場合があります。2018(平成30)年4月に 定員増加構想中

問５ あなたが好きな芸術の分野をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

１． 美術 ２． 音楽 ３． 演劇

４． ダンス ５． ミュージカル ６． デザイン

７． 映像・アニメ ８． その他（ ）

１． 東京都 ２．神奈川県 ３． 千葉県

４． 埼玉県 ５．茨城県 ６． 栃木県

７． 群馬県 ８．その他（ ）
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芸 術 文 化 学 群

学

群

の

特

色

大学名・学部名・学科名
所在地

入学金 授業料 実験実習費
教育充実費等
（諸会費は除く）

その他
初年度
学費

桜美林大学 芸術文化学群

東京都町田市
100,000 1,114,000 ― 50,000 250,000 1,514,000

玉川大学 芸術学部

東京都町田市
250,000 1,181,000 245,200 280,000

56,000～

59,000

2,012,200～

2,015,200

日本大学 芸術学部

東京都練馬区
260,000 1,020,000

50,000～

150,000
400,000 30,000

1,760,000～

1,860,000

東海大学 教養学部芸術学科

神奈川県平塚市
300,000 735,000

309,000～

498,000
370,000 59,200

1,773,200～

1,962,200

明治学院大学 文学部芸術学科
神奈川県横浜市

200,000 877,000 30,000 218,500 46,900 1,372,400

※桜美林大学芸術文化学群の学費は2019年度予定です。

※他大学の各学部・学科の学費は各大学ホームページ掲載情報に基づきます（2016年12月時点）。

※その他、諸会費が必要な場合があります。

初

年

度

学

費
（
他
大
学
を
含
む
）

以下は桜美林大学芸術文化学群の概要です。

（円）

芸術の持つ大きな力を、人と社会と地域のために役立てる。

卒

業

後

の

進

路

学
群
の
概
要

対 象 時 期 ： ２０１８(平成３０)年４月

開 設 場 所 ： 東京都町田市常盤町３７５８

修 業 年 限 ： ４年

入 学 定 員 ： ４００人

定員増加構想中

３つの専修で「創造」と「表現」を学びます。

「演劇・ダンス」「音楽」「ビジュアル・アーツ」の３つの専修があります。各分野の歴史的な経緯や現在の状況といった基礎的な知識にはじまり、企画・制作

のための知識や技術、創作や表現を行う具体的な手法など、「理論」と「実技」をバランス良く学んでいきます。

養
成
す
る
人
材

桜美林大学の芸術文化学群では、実践的な授業を通じて創造

力、発想力、表現力、デザイン力、プロデュース力を身につけ、

幅広い知識と理論を培い、社会で活躍する芸術文化の担い手を

養成します。

※ 上 記 の 概 要 は 構 想 中 の 概 要 で あ り 、 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す 。

第一線で活躍するアーティストから学びます。

それぞれの分野の現役で活躍するプロフェッショナルが授業を担当しています。授業を通じて現場に即した知識が身につくほか、学内外での実習や発

表、公演など、実際の体験を通じて学ぶことができるチャンスを数多く用意しています。

国際的な視野と感覚で文化振興に寄与できる人材を育成します。

海外での芸術鑑賞や劇場で体験できる「海外芸術研修プログラム」を用意しています。また、海外アーティストを招いて学内レッスンも行います。英語を

はじめとした語学教育も充実しているため、語学力を向上させ、世界各国の芸術を学ぶことも可能です。

芸術文化学群で身につけた能力を、多様な分野で活かすことが期待されます。

【卒業生の進路実績】

アーティスト、舞台や制作現場などの音響照明や美術をはじめとするスタッフ、デザイナー、音楽・美術の教員、

一般企業（広告、情報通信、商社、流通、金融・保険、サービス業などへの就職実績があります。）

また、桜美林大学には、学生の就職等の支援を行うキャリア開発センターがあり、そこには、キャリアアドバイザーという企業経験の豊

富なスタッフがいます。学生1人ひとりにキャリアアドバイザーが担任し、卒業後の就職支援をきめ細かく行っています。

ア

ク

セ

ス
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問６ あなたは桜美林大学の「芸術文化学群」を受験したいと思いますか。（あてはまるもの１つに○）

１． 受験したい

２． 受験しない

問８１の方は にお答えください。

２の方は にお答えください。

問９

問１０

問７

3つの専修の紹介

演劇・ダンス専修 演技やダンスをはじめ、演劇上演に関する全てを実技と理論の両面から学びます。

音楽専修 音楽的感性や技術などを磨き、深い人間性と高い音楽技能を養います。

ビジュアル・アーツ専修 多彩な分野を学び、一人ひとりの才能や可能性を引き出します。

①シアター教育

→脚本をもとに観客を前に上演するための演技、演出、スタッフワークの

すべてのプロセスを学び公演を行います。

②ドラマ教育

→演劇を通して人間教育やコミュニケーション能力を育てる応用ドラマの

手法を学び、ワークショップを実践します。

③古典芸能

→狂言や歌舞伎、京劇（中国）などの古典理解を深めます。

演
劇
の
3
つ
の
柱

広
く
学
べ
る
ダ
ン
ス

クラシックバレエ、コンテンポラリーダンス、日本舞踊のほか、

身体基礎訓練のメソッドを生かした身体トレーニング、ダンス

セラピー、コミュニティ・ダンス、各国の民族舞踊など、「舞う」

「踊る」ことに関して、広く学びます。

器楽（管弦打楽器）、ピアノ、声楽（オペラ）、パイプオルガン、邦

楽（尺八、箏、三味線）、サウンドクリエイション（作曲）、ミュージカ

ル、音楽療法などさまざまな分野から専門分野を選択します。関

連する音楽学、音楽史、民族音楽研究、和声楽、対位法など多く

の理論科目と実技をバランス良く配置しています。演奏の技術や

感性だけでなく、音楽的な知識も幅広く身につけます。

選
べ
る
専
門
分
野

美術、工芸、テキスタイル、グラフィックデザイン、プロダクトデザ

イン、マルチメディア、映画、アニメ、アートマネジメントなど、さま

ざまな分野を学びます。

1年次にさまざまな分野を体験し、視野を広げた上で、自分に合っ

た分野を選択します。一人ひとりの多様な発想や技法をコラボレ

ーションし、創造することを身につけます。

多
様
な
芸
術
を
学
ぶ

ア
ー
ト
を
発
信
す
る
力

ミュージカルは歌って、踊って、演技するパフォーマンスであり、

音楽専修だけでなく演劇・ダンス専修も参加します。

舞台照明、舞台音響、舞台美術、衣装デザインなど、音楽専修

と演劇・ダンス専修やビジュアル・アーツ専修がジョイントしてパ

フォーマンスを作りあげます。

ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

近年、アートの世界では、「いかにアートをプロデュースするか」

が求められており、さまざまな情報を収集・分類・分析、再構築

して新しい価値を発信する力も重要です。

作品の制作とともに、その先の“アートマネジメント”の方法につ

いても学びます。
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問10 あなたが桜美林大学の「芸術文化学群」を「受験しない」とされた理由をお答えください。

（あてはまるものすべてに○）

１． 興味・関心のある分野ではないから

２． 興味・関心のある分野だが、他大学への進学を希望しているから

３． 興味・関心のある分野だが、更に詳細を知った上で検討したいから

４． 卒業後の進路として、大学への進学を考えていないから

５． 通学が不便そうだから

６． 学費が高いから

７． その他、理由があればお書きください。

問８ あなたは桜美林大学の「芸術文化学群」に合格した場合、入学したいですか。（あてはまるもの１つに○）

１． 合格した場合、入学したい

２． 合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい

問７ 桜美林大学の「芸術文化学群」の特色について、あなたが興味・関心をもった内容をお答えください。

（あてはまるものすべてに○）

１． 多様な芸術分野を学べる

２． 第一線で活躍しているアーティストから学べる

３． キャリア開発センターがあり、学生一人ひとりの就職などをサポートしている

４． 音楽や美術の教員免許（中学校・高等学校）が取得できる

５． 各分野において、充実した施設・設備がある

６． 学費が安い

７． 自宅から通学しやすい

８． その他

問９ 桜美林大学の「芸術文化学群」には以下の３つの専修があります。あなたが入学する際に興味がある専修はどれ

ですか。（あてはまるものすべてに○）

１． 演劇・ダンス専修

２． 音楽専修

３． ビジュアル・アーツ専修
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私立大学における芸術系の志願動向

区分 伸び率

学部名 H24 H25 H26 H27 H28 H24→H28

芸術系 41,424 42,305 40,643 40,594 40,047 96.7%

音楽学部 4,709 4,408 4,179 4,066 4,108 87.2%

芸術学部 16,121 15,750 15,092 15,459 15,149 94.0%

造形学部 10,416 11,659 10,252 10,898 11,125 106.8%

美術学部 6,666 6,728 7,733 7,165 7,099 106.5%

デザイン学部 2,573 2,680 2,689 2,545 2,256 87.7%

その他 936 1,080 698 461 310 33.1%

志願者数

41,424 42,305 40,643 40,594 40,047 
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日本私立学校振興・共済事業団 私立大学等入学志願の過去５年間の動向（芸術系） 資料３
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（オブザーバー校含む、順不同）

1 神奈川県立 相原高等学校 36 神奈川県立 深沢高等学校

2 神奈川県立 生田東高等学校 37 神奈川県立 上鶴間高等学校

3 神奈川県立 伊志田高等学校 38 神奈川県立 綾瀬高等学校

4 神奈川県立 相模原総合高等学校 39 東京都立 府中東高等学校

5 神奈川県立 上溝高等学校 40 東京都立 青梅総合高等学校

6 神奈川県立 上溝南高等学校 41 神奈川県立 城郷高等学校

7 神奈川県立 霧が丘高等学校 42 神奈川県立 白山高等学校

8 神奈川県立 麻生総合高等学校 43 神奈川県私立 麻布大学附属渕野辺高等学校

9 神奈川県立 相模原中等教育学校 44 神奈川県立 菅高等学校

10 神奈川県立 相模田名高等学校 45 神奈川県立 横浜緑園総合高等学校

11 神奈川県立 瀬谷西高等学校 46 神奈川県私立 横浜創学館高等学校

12 神奈川県立 橋本高等学校 47 神奈川県立 藤沢清流高等学校

13 神奈川県立 弥栄高等学校 48 神奈川県立 相模原青陵高等学校

14 東京都私立 桜美林高等学校 49 神奈川県立 藤沢総合高等学校

15 神奈川県立 大和南高等学校 50 神奈川県立 麻生高等学校

16 神奈川県立 横浜清陵総合高等学校 51 東京都立 町田総合高等学校

17 神奈川県立 横浜桜陽高等学校 52 神奈川県私立 星槎学園中高等部　北斗校

18 神奈川県立 座間総合高等学校 53 神奈川県私立 橘学苑高等学校

19 神奈川県立 有馬高等学校 54 埼玉県私立 東野高等学校

20 神奈川県立 瀬谷高等学校 55 神奈川県私立 平塚学園高等学校

21 神奈川県立 大和東高等学校 56 神奈川県私立 横浜隼人高等学校

22 東京都立 小川高等学校 57 神奈川県立 大和西高等学校

23 東京都立 若葉総合高等学校 58 神奈川県立 横浜立野高等学校

24 東京都立 永山高等学校 59 神奈川県私立 横浜創英高等学校

25 神奈川県私立 湘南学院高等学校 60 神奈川県立 厚木東高等学校

26 神奈川県立 湘南台高等学校 61 神奈川県私立 光明学園相模原高等学校

27 東京都立 町田工業高等学校 62 神奈川県私立 柏木学園高等学校

28 東京都立 上水高等学校 63 東京都立 美原高等学校

29 東京都立 翔陽高等学校 64 神奈川県私立 クラーク記念国際高等学校

30 東京都立 片倉高等学校 65 東京都立 調布南高等学校

31 東京都立 桜町高等学校 66 神奈川県立　 旭高等学校

32 神奈川県立 金沢総合高等学校 67 東京都私立 八王子実践高等学校

33 神奈川県立 城山高等学校

34 神奈川県立 藤沢西高等学校

35 東京都立 山崎高等学校

桜美林大学 高大連携協定校一覧

学　　校　　名 学　　校　　名

桜美林大学高大連携協定校一覧 資料４
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文
化

芸
術

資
源

を
活

用
し

た
経

済
活

性
化

（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
）

平
成

２
８

年
４

月
１

３
日

文
化

庁

文化芸術資源を活用した経済活性化（文化ＧＤＰの拡大） 資料６
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文
化

芸
術

資
源

を
活

用
し

た
経

済
活

性
化

（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
）
に

つ
い

て
１

．
概

要
文

化
芸

術
は

、
観

光
地

の
魅

力
や

産
業

の
付

加
価

値
な

ど
を

生
み

出
す

源
。

文
化

芸
術

へ
の

投
資

は
、

他
の

様
々

な
産

業
分

野
へ

の
経

済
波

及
効

果
を

生
み

出
す

。

全
国

に
存

在
す

る
我

が
国

の
多

様
な

文
化

芸
術

資
源

を
一

層
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
Ｇ

Ｄ
Ｐ

６
０

０
兆

円
の

達
成

に
貢

献
す

る
経

済
波

及
効

果
を

生
み

出
す

。

文
化

産
業

の
経

済
規

模
（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

）
の

拡
大

Ｇ
Ｄ

Ｐ
（２

０
１

１
年

）

業
種

（
億

円
）

%

映
像

・
音

声
・
文

字
情

報
制

作
業

（
映

画
・
ビ

デ
オ

・
テ

レ
ビ

ジ
ョ

ン
番

組
・
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

制
作

業
な

ど
)

1
1
,6

6
3

2
1
.7

%

個
人

教
授

業
（
音

楽
・
書

道
・
生

け
花

・
茶

道
教

授
業

な
ど

）
7
,5

0
5

1
4
.0

%

出
版

6
,3

2
6

1
1
.8

%

新
聞

5
,8

9
9

1
1
.0

%

そ
の

他
（
劇

場
、

楽
団

、
博

物
館

、
美

術
館

な
ど

）
2
2
,4

1
1

4
1
.7

%

合
計

5
3
,8

0
4

1
0
0
.0

%

「
国

民
文

化
祭

・
あ

き
た
20

14
」
の

例
観

光
客

お
よ

び
出

演
者

の
消

費
支

出
に

よ
る

効
果

日
帰

り
客

宿
泊

客
宿

泊
費

－
8.
0億

円
飲

食
費

4.
3億

円
4.
2億

円
土

産
費

16
.1

億
円

10
.8

億
円

交
通

費
11

.8
億

円
10

.5
億

円
入

場
料

2.
2億

円
1.
0億

円
そ

の
他

2.
3億

円
2.
2億

円
計

36
.8

億
円

36
.5

億
円

観
客

・
出

演
者

数
67

万
人

7万
人

文
化

産
業

以
外

へ
の

波
及

73
.3

億
円

※
全

体
の

経
済

波
及

効
果

は
13
4億

円

※
数

字
は

入
手

可
能

な
資

料
（
産

業
連

関
表

、
経

済
セ

ン
サ

ス
）
を

基
に

、
文

化
関

連
の

も
の

に
つ

い
て

文
化

庁
に

お
い

て
抽

出
・
試

算
し

た
も

の
。

総
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
１

．
２

％
（
諸

外
国

は
３

～
４

％
）

我
が

国
の

多
様

な
文

化
芸

術
資

源
を

考
え

れ
ば

伸
び

し
ろ

の
あ

る
分

野

・
文

化
芸

術
資

源
の

活
用

は
、

他
の

産
業

や
地

域
経

済
へ

波
及

効
果

を
も

た
ら

す

・
国

内
の

芸
術

祭
等

の
文

化
事

業
は

年
間

約
２

０
０

件
以

上
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

を
磨

き
上

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

大
き

な
波

及
効

果
を

生
み

出
す

他
産

業
へ

の
経

済
波

及
効

果
の

創
出

１

- 2 -



２
．

取
組

の
方

向
性

方
向

性
１

：
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

増
加

・
地

域
の

活
力

の
創

出

地
方

創
生

に
資

す
る

地
域

の
文

化
芸

術
資

源
の

掘
り

起
こ

し
・
芸
術
祭
な
ど
の
文
化
芸
術
活
動
や
食
文
化
を
含
め
た
「
く
ら
し
の
文
化
」
な
ど
の
文
化
芸
術
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
活
性
化
へ
つ
な
が
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
国
展
開
・

推
奨
と
国
内
外
へ
の
発
信

・
官
民
協
働
に
よ
る
現
代
ア
ー
ト
拠
点
や
文
化
観
光
・
産
業
活
性
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成
と
そ
の
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成

文
化

芸
術

の
創

造
へ

の
支

援
と

海
外

へ
の

発
信

・
「
日
本
の
美
」
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
懇
談
会
の
議
論
を
も
と
に
、
一
過
性
に
終
わ
ら
な
い
、
高
い
経
済
効
果
の
創
出
と
人
材
育
成
を
重
視
し
た
、
息
の
長
い
支
援
を
行
い
、
「
文

化
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拠
点
」
を
集
中
的
・
計
画
的
に
形
成
。
２
０
２
０
年
国
内
で
の
「
日
本
博
」
で
の
全
面
的
な
開
花
を
目
指
す
。

・
世
界
に
誇
る
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
分
野
の
人
材
育
成
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
・
海
外
発
信
の
推
進

数
値

目
標

：
２

０
２

０
年

ま
で

に
全

国
の

２
０

万
件

の
文

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
海

外
へ

発
信

２
０

３
０

年
ま

で
に

文
化

芸
術

ク
ラ

ス
タ

ー
１

０
拠

点
形

成
・
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

人
材

１
０

０
人

育
成

以
下

の
方

向
性

１
～

３
に

よ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
・
観

光
の

３
庁

連
携

を
は

じ
め

と
し

て
関

係
省

庁
と

も
協

働
し

つ
つ

、
文

化
産

業
・

文
化

芸
術

活
動

の
活

性
化

に
よ

る
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
、

訪
日

外
国

人
４

，
０

０
０

万
人

へ
の

貢
献

等
に

よ
る

他
産

業
や

地
域

経
済

へ
の

波
及

効
果

の
創

出
す

る
。

■
瀬

戸
内

国
際

芸
術

祭
2
0
1
3

・
美

し
い

瀬
戸

内
海

を
船

で
巡

り
な

が
ら

、
島

の
自

然
や

文
化

に
溶

け
込

ん
だ

ア
ー

ト
を

体
感

す
る

現
代

ア
ー

ト
の

祭
典

。
・
２

６
の

国
と

地
域

か
ら

２
０

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
仏

・
中

・
韓

）
・
直

島
町

で
は

、
首

都
圏

か
ら

若
い

世
代

が
移

住
し

、
年

２
％

強
の

人
口

減
少

率
が

１
％

程
度

に
ま

で
改

善
し

て
お

り
、

下
げ

止
ま

り
傾

向
が

見
ら

れ
る

。
・
来

場
者

数
約

1
0
7
万

人
、

経
済

波
及

効
果

約
1
3
2
億

円
（
事

業
費

約
1
0
.2

億
円

）
（撮

影
：中

村
脩

氏
）

■
大

地
の

芸
術

祭
越

後
妻

有
ア

ー
ト

ト
リ

エ
ン

ナ
ー

レ
20

12
 (新

潟
県

十
日

町
市
)

・
里

山
を

舞
台

と
す

る
地

域
内

外
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

に
よ

る
作

品
制

作
・
展

示
や

地
域

住
民

と
の

交
流

、
ア

ー
ト

を
テ

ー
マ

に
し

た
様

々
な

イ
ベ

ン
ト

を
行

う
芸

術
祭

。
・
４

４
の

国
と

地
域

か
ら

３
１

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
中

・
韓

）
・
来

場
者

数
約

4
9
万

人
、

経
済

波
及

効
果

約
4
6
億

5
千

万
円

（
事

業
費

約
4
.9

億
円

）

○
国

際
的

な
芸

術
祭

の
開

催

○
文

化
庁

メ
デ

ィ
ア

芸
術

祭
・
日

本
映

画
の

製
作

支
援

■
メ

デ
ィ

ア
芸

術
祭

世
界

8
6
の

国
と

地
域

か
ら

4
,4

1
7
点

（
う

ち
、

海
外

か
ら

半
数

を
超

え
る

2
,2

1
6
点

）
の

作
品

応
募

(第
1
9
回

)昨
年

の
受

賞
作

品
展

に
は
51

,1
53

人
が

来
場

■
日

本
映

画
の

製
作

支
援

・
「
超

高
速

！
参

勤
交

代
」

興
行

収
入

1
5
.5

億
円

・
「
小

さ
い

お
う

ち
」

興
行

収
入

1
2
.6

億
円

（
文

化
庁

よ
り

２
千

万
円

製
作

支
援

平
成

２
６

年
度

）

○
羽

田
空

港
跡

地
を

活
用

し
た

現
代

ア
ー

ト
拠

点

・
世

界
最

高
水

準
の

美
術

修
復

、
梱

包
・
運

搬
、

展
示

業
者

な
ど

の
美

術
関

連
技

術
を

集
積

。
最

先
端

技
術

と
ア

ー
ト

の
融

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

な
ど

。
・
ア

ジ
ア

を
中

心
と

し
た

外
国

人
富

裕
層

の
開

拓
に

よ
り

、
新

た
な

短
期

滞
在

需
要

を
喚

起
。

訪
日

外
国

人
一

人
当

た
り

の
単

価
（
経

済
効

果
）
の

向
上

。
・
公

主
体

の
手

法
で

は
な

く
、

民
間

や
自

治
体

が
主

体
と

な
っ

て
行

う
取

組
を

国
が

支
援

。

２
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方
向

性
２

：
文

化
芸

術
に

お
け

る
潜

在
的

顧
客

・
担

い
手

の
開

拓

多
様

性
を

包
容

す
る

文
化

の
力

を
活

用
、

障
害

者
、

外
国

人
等

、
あ

ら
ゆ

る
人

々
が

活
躍

す
る

場
を

創
出

し
、

文
化

芸
術

活
動

の
裾

野
を

拡
大

。
・
児
童
生
徒
、
親
子
、
障
害
者
、
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
社
会
包
摂
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
国
展
開

・
障
害
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
優
れ
た
文
化
芸
術
活
動
の
支
援

方
向

性
３

：
「
文

化
財

で
稼

ぐ
」
力

の
土

台
の

形
成

数
値

目
標

：
２

０
３

０
年

ま
で

に
す

べ
て

の
都

道
府

県
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
取

組
を

実
施

「
文

化
財

活
用

・
理

解
促

進
戦

略
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
0
2
0
」
（
仮

称
）
を

年
内

に
策

定
し

、
「
地

域
の

文
化

財
を

一
体

的
に

活
用

す
る

取
組

へ
の

支
援

」等
を

通
じ

て
、

「
文

化
財

」
を

観
光

資
源

と
し

て
開

花
さ

せ
る

。

・
文
化
財
の
解
説
の
多
言
語
化

等
を
通
じ
た
、
我
が
国
の
文
化
・
歴
史
を
体
現
す
る
文
化
財
の
価
値
・
魅
力
の
効
果
的
発
信

・
文
化
財
の
適
切
な
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
修
理

、
建
造
物
等
の
美
装
化

、
文
化
施
設
の
機
能
強
化

に
よ
る
雇
用
創
出
と
と
も
に
観
光
客
を
魅
了
す
る
環
境
の
充
実

等

数
値

目
標

：
２

０
２

０
年

ま
で

に
日

本
遺

産
を

は
じ

め
、

文
化

財
を

中
核

と
す

る
多

様
な

「
稼

ぎ
方

」
を

可
能

と
す

る
観

光
拠

点
を

全
国

２
０

０
拠

点
程

度
整

備

○
文

化
財

を
中

核
と

す
る

観
光

拠
点

の
整

備

大
内

宿
の

茅
葺

き
民

家
群

再
生

（
福

島
県

）
・
地

域
の

文
化

財
の

一
体

的
整

備
を

計
画

的
に

行
い

、
観

光
中

心
の

産
業

構
造

へ
転

換
・
観

光
客

数
は

2
0
年

間
で

約
1
0
0
万

人
増

加
・
収

益
が

修
理

に
つ

な
が

る
循

環
型

の
文

化
財

保
存

・
活

用
事

業
の

継
続

、
地

元
技

術
者

の
育

成

○
投

資
リ

タ
ー

ン
を

見
据

え
た

文
化

財
修

理
・
整

備
の

拡
充

と
美

装
化

姫
路

城
天

守
の

大
規

模
改

修
・
総

事
業

費
3
0
億

円
・
観

覧
料

収
入

2
.9

億
円

（
H

2
6
)→

1
8
.7

億
円

（
H

2
7
） 修

理
中

も
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

を
設

置

美
装

化

○
わ

か
り

や
す

い
解

説
と

多
言

語
対

応
日

光
東

照
宮

新
宝

物
館

・
東

照
宮

の
歴

史
や

徳
川

家
康

の
生

涯
を

ビ
デ

オ
等

で
上

映
し

、
英

語
テ

ロ
ッ

プ
を

用
い

て
わ

か
り

や
す

く
解

説
・
絵

巻
な

ど
展

示
品

を
デ

ジ
タ

ル
化

し
、

画
面

タ
ッ

チ
に

よ
り

、
日

英
の

解
説

を
表

示

○
歴

史
的

建
造

物
の

活
用

促
進

西
日

本
工

業
倶

楽
部

会
館

国
指

定
重

要
文

化
財

を
結

婚
式

場
等

に
活

用

○
文

化
芸

術
を

活
用

し
た

社
会

包
摂

プ
ロ

グ
ラ

ム
高

齢
者

の
W

S

・
年

間
約

３
０

万
人

が
来

館
。

地
域

の
に

ぎ
わ

い
創

出
に

貢
献

。
・
文

化
芸

術
を

活
用

し
て

、
子

育
て

支
援

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

、
多

文
化

共
生

な
ど

の
地

域
課

に
取

り
組

む
「
ま

ち
元

気
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

展
開

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

に
寄

与
。

・
県

立
高

校
に

お
い

て
自

己
表

現
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
養

成
を

目
的

に
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
。

中
途

退
学

者
が

約
３

分
の

１
と

な
り

、
新

入
生

の
定

員
割

れ
も

解
消

。

可
児

市
文

化
創

造
セ

ン
タ

ー
○

障
害

者
の

ア
ー

ト
活

動

埼
玉

県
立

近
代

美
術

館
「
す

ご
い

ぞ
、

こ
れ

は
！

」
展

・
全

国
の

調
査

研
究

員
と

事
務

局
の

埼
玉

県
立

近
代

美
術

館
の

館
長

・
学

芸
員

、
あ

わ
せ

て
１

２
人

が
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

を
そ

れ
ぞ

れ
１

名
推

薦
す

る
形

式
に

よ
り

作
品

を
展

示
・
北

海
道

、
高

知
、

広
島

で
巡

回
展

を
開

催

３

- 4 -



文
化

資
源

を
活

用
し

た
経

済
活

性
化

（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
）

～
参

考
事

例
集

～

４

- 5 -



●
瑞

龍
寺
（
富
山
県
高
岡
市
）
で
は
、
平
成
８
年
度
に
保
存
修
理
事
業
が
完
了
し
、
平
成
9年

に
仏
堂
、
法
堂
、
山
門
が
国
宝
に
指
定
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
等
も
展
開
し
、
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
た
Ｈ
27
年
に
は
過
去
最
高
の
約
25
万
人
を
記
録
。

参
考

事
例

①
～

保
存

修
理

事
業

等
に

よ
る

観
光

効
果

～

修
理

前
修

理
後

（
平

成
８

年
）

0

50
,0
00

10
0,
00

0

15
0,
00

0

20
0,
00

0

25
0,
00

0

30
0,
00

0

H3
H4

H5
H6

H7
H8

H9
H1

0
H1

1
H1

2
H1

3
H1

5
H1

6
H1

7
H1

8
H1

9
H2

0
H2

1
H2

2
H2

3
H2

4
H2

5
H2

6
H2

7

2
2
7
,6

0
0
人

2
4
7
,0

8
8
人

1
7
0
,7

0
0
人

1
9
2
,6

5
0
人

6
9
,4

0
0
人

総
事

業
費

：
1
,9

8
7
百

万
円

国
庫

補
助

額
：

1
,3

3
4
百

万
円

事
業

期
間

：
Ｓ

6
0
年

1
0
月

～
Ｈ

8
年

１
２

月

[保
存

修
理

事
業

概
要

]

５

拝
観

者
数

の
推

移

【
H
８

】
保

存
修

理
工

事
完

了
【

H
９

】
仏

殿
、

法
堂

、
山

門
の

国
宝

指
定

【
H
1
4
】

N
H
K
大

河
ド

ラ
マ

「
利

家
と

ま
つ

」
の

放
映

【
H
1
9
】

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

開
始

【
H
2
0
】

東
海

北
陸

自
動

車
道

全
線

開
通

【
H
2
1
】

高
岡

開
町

4
0
0
周

年
【

Ｈ
2
7
】

北
陸

新
幹

線
開

通

20
15

年
に

は
「
Th

e 
W
on

de
r5
00

運
営

事
務

局
」
主

催
「
第

３
２

回
伝

統
的

工
芸

品
月

間
国

民
会

議
全

国
大

会
」
の

会
場

と
し

て
大

茶
堂

・
回

廊
を

利
用

。
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●
出
雲
大
社
で
は
、
平
成
２
５
年
の
「
平
成
の
大
遷
宮
」
に
あ
わ
せ
、
本
殿
（
国
宝
）
を
は
じ
め
各
種
施
設
に
つ
い
て
平
成

２
０
年
度
か
ら
計
画
的
に
保
存
修
理
事
業
を
実
施
。
観
光
客
増
加
（
Ｈ
２
４
：
２
９
１
９
万
人
→
Ｈ
２
５
：
３
６
７
４
万
人
）

に
よ
る
島
根
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
３
４
４
億
円
に
達
し
た
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

参
考

事
例

②
～

大
遷

宮
に

合
わ

せ
た

計
画

的
な

修
理

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
～

県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
：
34
4億

円

県
民
の
雇
用
者
所
得
増
加
：
11
3億

円

新
規
雇
用
創
出
効
果

：
約
35
00
人

（
「
【
改

訂
】
平

成
の

大
遷

宮
の

経
済

波
及

効
果

」
（
2
0
1
4
年

3
月

2
7
日

日
本

銀
行

松
江

支
店

）
に

よ
る

）

本 殿

▲
本

殿
素

屋
根

の
解

体

▲
本

殿
竣

工

指
定

：
昭

和
2
7
年

建
立

：
延

享
元

年
（

1
7
4
4
）

修
理

期
間

：
平

成
2
0
年

1
2
月

～
2
5
年

2
月

[本
殿

の
修

理
内

容
]

屋
根

葺
替

・
部

分
修

理

：
国

宝
：
重

要
文

化
財

年
度

事
業

費
国

庫
補

助
額

Ｈ
20

年
度

4.
7億

円
3.
1億

円

Ｈ
21

年
度

5.
0億

円
3.
3億

円

Ｈ
22

年
度

5.
0億

円
3.
3億

円

Ｈ
23

年
度

5.
0億

円
3.
3億

円

Ｈ
24

年
度

5.
8億

円
3.
8億

円

Ｈ
25

年
度

2.
6億

円
1.
7億

円

Ｈ
26

年
度

2.
6億

円
1.
7億

円

計
（
～
H2

9年
度

）
38
.0

億
円

24
.7

億
円

6
5
%

国
庫

補
助 ６
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●
諏
訪
大
社
で
は
、
平
成
２
２
年
の
御
柱
祭
に
よ
る

観
光
消
費
額
約
１
７
１
億
円
・
経
済
波
及
効
果
約
２
１
６
億
円
と
い
っ
た

効
果
を
持
続
し
、
さ
ら
に
発
展
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
平
成
２
４
年
度
か
ら
主
要
施
設
の
保
存
修
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
考

事
例

③
～

御
柱

祭
の

効
果

の
持

続
・
発

展
の

た
め

の
保

存
修

理
～

▲
諏

訪
大

社
御

柱
祭

年
度

事
業

費
国

庫
補

助
額

Ｈ
24

～
26

年
度

1.
9億

円
1.
0億

円

計
（
～
H2

7年
度

）
2.
1億

円
1.
1億

円

5
5
%

国
庫

補
助

観
光
消
費
額
：
17
1億

16
00
万
円
（
Ｈ
16
：
16
0億

円
）

経
済
波
及
効
果
：
21
5億

円
60
00
万
円

総
動
員
数
：
16
9万

30
00
人
（
Ｈ
16
：
約
16
0万

人
）

（
「
平

成
2
2
年

1
0
月

2
9
日

長
野

日
報

（
諏

訪
広

域
連

合
調

査
結

果
引

用
）
に

よ
る

）

平
成

２
２

年
諏

訪
大

社
御

柱
祭

の
効

果

▲
幣

殿
解

体
状

況
▲

拝
殿

解
体

状
況

こ
の

効
果

を
持

続
し

、
発

展
さ

せ
る

た
め

、
平

成
２

４
年

度
か

ら
国

庫
補

助
で

本
宮

幣
殿

・
拝

殿
等

の
修

理
を

実
施

。

諏
訪

大
社

上
社

本
宮

幣
殿

、
本

宮
拝

殿
、

本
宮

左
右

片
拝

殿
(二

棟
）

､
本

宮
脇

片
拝

殿
、

本
宮

四
脚

門
所

在
地

：
長

野
県

諏
訪

市
大

字
中

洲
建

築
年

代
：

幣
殿

・
左

右
片

拝
殿

・
脇

片
拝

殿
:

天
保

6
年

(1
8
3
5
)〔

文
書

、
槌

〕
四

脚
門

：
慶

長
1
3
年

（
1
6
0
8
)

拝
殿

：
安

政
４

年
(1

8
5
7
)

指
定

：
昭

和
5
8
年

1
2
月

2
6
日

保
存

修
理

：
平

成
2
4
年

1
2
月

～
平

成
2
7
年

5
月

お
ん

ば
し

ら
さ

い

７
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【
江

戸
時

代
後

期
の

石
倉

を
復

元
→

資
料

館
に

】

整
備

前
（
平

成
８

年
）

整
備

後
（
平

成
２

６
年

）

公
有

化
・

整
備

の
実

施

●
出

島
和
蘭
商
館
跡
（
長
崎
県
長
崎
市
）
で
は
、
平
成
８
年
度
か
ら
の
復
元
整
備
事
業
に
よ
り
、
入
場
者
数
が
段
階
的
に
増

加
。
ピ
ー
ク
の
平
成
１
８
年
度
以
降
は
一
旦
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、

市
の
意
欲
的
な
取
組
に
よ
り
再
び
増
加
を
見
せ
て
い
る
。

（
人

）

2
6
8
,2

5
1
人

4
7
6
,2

2
4
人

4
3
8
,6

3
4
人

【
H
2
2
】

N
H
K
大

河
ド

ラ
マ

「
龍

馬
伝

」
の

放
映

【
H
2
4
】

震
災

以
降

の
修

学
旅

行
生

の
増

加
／

ク
ル

ー
ズ

船
の

入
港

増
加

【
H
2
5
】

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
で

C
G

再
現

／
ク

レ
ジ

ッ
ト

・
電

子
マ

ネ
ー

で
の

入
場

導
入

【 学 校 教 育 へ の 活 用 】

復
元
後
の
姿

【 商 館 長 の 屋 敷 を 復 元

→ 地 域 活 動 の 拠 点 に 】

【
H
1
８

．
３

】
第

Ⅱ
期

工
事

が
完

成
江

戸
期

の
カ

ピ
タ

ン
（

西
洋

の
商

館
長

）
が

住
ん

で
い

た
商

館
を

中
心

に
復

元
。

建
物

の
復

元
の

み
な

ら
ず

当
時

の
生

活
様

式
も

含
め

て
可

能
な

限
り

再
現

し
た

。

【
H
1
２

．
３

】
第

Ⅰ
期

工
事

が
完

成
江

戸
期

の
蔵

を
中

心
に

復
元

。
蔵

の
内

部
は

発
掘

調
査

の
成

果
が

見
れ

る
よ

う
な

展
示

（
ガ

ラ
ス

張
り

の
床

な
ど

）
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
的

要
素

を
盛

り
込

ん
で

い
る

。

カ ピ タ ン 部 屋 （ 内 部 ）

（
年

度
）

二 番 蔵 （ 内 部 ）

で
じ

ま
お

ら
ん

だ
し

ょ
う

か
ん

あ
と

入
場

者
数

の
推

移

（
写

真
提

供
：
長

崎
市

）

参
考

事
例

④
～

史
跡

の
復

元
整

備
に

よ
る

観
光

効
果

～

８
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展
示

施
設

整
備

（
本

陣
復

原
）

駐
車

場
整

備

保
存

修
理

事
業

総
額

3
6
8
,6

4
4
千

円
（
国

庫
：
2
1
5
,6

0
9
千

円
）

防
災

施
設

等
事

業
総

額
3
7
4
,4

5
8
千

円
（
国

庫
：
2
4
2
,1

6
1
千

円
）

無
電

柱
化

（
電

柱
移

設
）

【
下

郷
町

大
内

宿
の

観
光

客
数

の
推

移
】

選
定

前
の

大
内

宿
現

在
の

大
内

宿

11
6万

人
（
Ｈ
21

）

0

0

0

13,099 

23,565

22,262

125,095

114,279

184,369

299,488

507,207

507,234

442,712

517,806

547,419

550,985

657,109

661,552

697,650

701,494

752,206

694,953

797,145

802,810

864,648

911,003 

1,029,150 

1,079,709 

1,159,100 

1,009,904 

584,864 

791,548 

954,420 

5
6
5
7
5
8
5
9
6
0
6
1
6
2
6
3

元
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5

参
考

事
例

⑤
～

ま
ち

な
み

の
活

用
に

よ
る

観
光

客
の

増
加

～

●
福
島
県
下
郷
町
は
、
大
内
宿
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
へ
の
選
定
（
昭
和
５
６
年
）
も
契
機
と
し
て
、
昔
か
ら
の

ま
ち
な
み
の
再
生
や
展
示
施
設
の
整
備
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
従
来
の
農
業
中
心
の
産
業
か
ら
、
観
光
産
業
へ
の
転

換
を
実
現
。
そ
の
結
果
、
平
成
２
１
年
に
は
観
光
客
数
が
１
１
６
万
人
と
、
昭
和
６
３
年
（
１
１
万
人
）
の
約
１
０
倍
に
。

11
万

人
（
Ｓ
63

）

貯
水

槽
や

放
水

銃
・

ポ
ン

プ
の

設
置

に
よ

り
、

木
造

建
築

の
多

い
宿

場
町

を
安

心
し

て
観

光

観
光

拠
点

の
設

置
、

案
内

に
よ

る
理

解
促

進

景 観 に 配 慮 し た

ま ち づ く り

建
物

の
修

理
再

生
に

よ
り

、
昔

な
が

ら
の

町
並

み
の

魅
力

向
上

ア
ク

セ
ス

の
改

善
に

よ
る

観
光

促
進

、
歩

行
者

の
安

全
確

保

し
も

ご
う

ま
ち

お
お

う
ち

じ
ゅ

く

９
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美

し
い

瀬
戸

内
海

を
船

で
巡

り
な

が
ら

、
島

の
自

然
や

文
化

に
溶

け
込

ん
だ

ア
ー

ト
を

体
感

す
る

現
代

ア
ー

ト
の

祭
典

。


３
年

ご
と

に
国

際
芸

術
祭

と
し

て
開

催
（

次
回

開
催

は
平

成
２

８
年

３
月

２
０

日
～

）


平
成

２
５

年
に

開
催

さ
れ

た
第

２
回

と
な

る
国

際
芸

術
祭

に
は

、
２

６
の

国
と

地
域

か
ら

２
０

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
仏

・
中

・
韓

）


直
島

町
で

は
、

首
都

圏
か

ら
若

い
世

代
が

移
住

し
、

年
２

％
強

の
人

口
減

少
率

が
１

％
程

度
に

ま
で

改
善

し
て

お
り

、
下

げ
止

ま
り

傾
向

が
見

ら
れ

る
。


開

催
期

間
は

、
春

期
３

月
２

０
日

～
４

月
２

１
日

、
夏

期
７

月
２

０
日

～
９

月
１

日
、

秋
期

１
０

月
５

日
～

１
１

月
４

日
（

計
１

０
８

日
間

）


来
場

者
数

は
約

１
０

７
万

人
、

約
１

３
２

億
円

の
経

済
効

果
（

事
業

費
約

１
０

.２
億

円
）

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

２
０

１
３

（
香

川
県

）

参
考

事
例

⑥
文

化
を

中
核

と
し

た
経

済
活

性
化

大
地

の
芸

術
祭

越
後

妻
有

ア
ー

ト
ト
リ

エ
ン

ナ
ー

レ
２

０
１

２
（
新

潟
県

十
日

町
市

）


里

山
を

舞
台

と
す

る
地

域
内

外
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

に
よ

る
作

品
制

作
・

展
示

や
地

域
住

民
と

の
交

流
、

ア
ー

ト
を

テ
ー

マ
に

し
た

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
を

行
う

芸
術

祭
。


平

成
２

４
年

に
開

催
さ

れ
た

第
５

回
ト

リ
エ

ン
ナ

ー
レ

に
は

、
４

４
の

国
と

地
域

か
ら

３
１

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
中

・
韓

）


空
き

家
や

廃
校

に
も

ア
ー

ト
作

品
を

展
示

し
、

平
成

２
４

年
に

は
約

５
０

０
軒

あ
る

空
き

家
の

う
ち

４
４

軒
を

、
ま

た
、

２
０

校
あ

る
廃

校
の

う
ち

１
１

校
を

展
示

会
場

と
し

て
活

用
。


開

催
期

間
は

、
７

月
２

９
日

～
９

月
１

７
日

（
５

１
日

間
）


来

場
者

数
は

約
４

９
万

人
に

上
り

、
約

４
６

億
５

千
万

円
の

経
済

効
果

（
事

業
費

約
４

.９
億

円
）

大
地

の
芸

術
祭

で
の

作
品

展
示

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

（
撮

影
：
中

村
脩

）

地
球

の
祝

祭
「
ア

ー
ス

・
セ

レ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

」
（
佐

渡
市

）


太

鼓
芸

能
集

団
「

鼓
童

」
に

よ
る

世
界

一
の

和
太

鼓
公

演
を

メ
イ

ン
と

し
た

野
外

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
。


メ

イ
ン

公
演

で
あ

る
「

城
山

コ
ン

サ
ー

ト
」

で
は

、
丘

の
上

の
豊

か
な

自
然

に
囲

ま
れ

た
野

外
空

間
で

、
大

自
然

と
太

鼓
の

音
が

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

。


開
催

期
間

は
８

月
２

１
日

か
ら

２
３

日
（

３
日

間
）

。


来
場

者
数

は
約

１
万

５
千

人
（

平
成

２
７

年
度

）
、

約
２

億
４

千
万

円
の

経
済

効
果

（
平

成
２

６
年

度
）


来

場
者

の
う

ち
約

１
０

％
の

割
合

を
外

国
人

が
占

め
、

訪
日

す
る

外
国

人
に

と
っ

て
も

魅
力

的
な

取
組

と
な

っ
て

い
る

。
城

山
コ

ン
サ

ー
ト

１
０
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参
考

事
例

⑦
文

化
を

中
核

と
し

た
経

済
活

性
化

２
０

１
４

国
東

半
島

芸
術

祭


作

品
を

巡
る

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

や
ロ

ン
グ

ト
レ

イ
ル

ツ
ア

ー
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
公

演
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

イ
ン

レ
ジ

デ
ン

ス
な

ど
の

多
彩

な
ア

ー
ト

体
験

を
通

じ
、

国
東

半
島

の
流

れ
る

時
間

や
魅

力
、

場
所

と
出

会
う

「
旅

と
し

て
の

芸
術

祭
」

。


海
岸

線
や

山
間

部
や

集
落

な
ど

の
国

東
半

島
の

特
徴

的
な

６
エ

リ
ア

を
、

オ
ノ

・
ヨ

ー
コ

氏
等

２
７

名
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

が
作

品
化

。


開
催

期
間

は
、

１
０

月
４

日
～

１
１

月
３

０
日

（
５

８
日

間
）


来

場
者

数
は

約
６

万
人

、
約

２
億

８
千

万
円

の
経

済
効

果

○
広

島
国

際
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（

８
月

２
１

日
～

２
５

日
）


世

界
四

大
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

映
画

祭
の

一
つ

で
、

国
際

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
フ

ィ
ル

ム
協

会
公

認
映

画
祭

で
あ

り
、

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

・
上

映
会

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

が
開

か
れ

る
総

合
的

な
映

画
祭

。


コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

で
は

７
４

ヶ
国

・
地

域
か

ら
２

，
２

１
７

本
の

応
募

。


海
外

か
ら

も
１

５
０

人
を

超
え

る
作

家
・

映
像

関
係

者
が

ゲ
ス

ト
参

加
し

、
市

民
や

学
生

と
の

交
流

も
図

ら
れ

た
。


来

場
者

数
は

約
２

３
万

人
（

応
援

イ
ベ

ン
ト

含
む

）
、

約
３

億
３

千
万

円
の

経
済

効
果

広
島

メ
デ

ィ
ア

芸
術

推
進

事
業

（
広

島
国

際
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
及

び
メ

デ
ィ
ア

芸
術

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
）

（
広

島
市

）

会
場

の
様

子


世

界
有

数
の

温
泉

地
と

し
て

知
ら

れ
る

大
分

県
別

府
市

を
活

動
拠

点
と

す
る

ア
ー

ト
N
P
O

。
国

際
芸

術
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

を
開

催
す

る
こ

と
を

マ
ニ

ュ
フ

ェ
ス

ト
に

掲
げ

、
2
0
0
5
年

４
月

に
発

足
し

て
以

来
、

現
代

芸
術

の
紹

介
や

教
育

普
及

活
動

、
人

材
育

成
講

座
や

出
版

事
業

、
市

街
地

の
空

き
店

舗
を

リ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
す

る
事

業
な

ど
様

々
な

事
業

を
実

施
。

B
E
P
P
U
 P

R
O

JE
C
T

大
分

県
に

お
け

る
地

方
創

生


民

間
（

B
E
P
P
U
 P

R
O

JE
C
T
）

主
導

に
よ

る
創

造
都

市
の

取
組

が
進

展
。


産

官
学

か
ら

な
る

委
員

会
を

設
置

し
、

芸
術

文
化

の
振

興
は

も
と

よ
り

、
文

化
を

活
用

し
て

少
子

高
齢

化
や

過
疎

化
へ

の
対

策
、

新
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
等

、
社

会
的

、
経

済
的

な
課

題
に

も
対

応
す

る
こ

と
を

目
標

。


プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ベ
ー

ス
で

は
、

国
東

半
島

芸
術

祭
、

混
浴

温
泉

世
界

（
ア

ー
ト

イ
ベ

ン
ト

）
な

ど
様

々
な

動
き

を
加

速
。


多

彩
な

ア
ー

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
文

化
振

興
の

み
な

ら
ず

、
地

域
・

観
光

振
興

、
産

業
、

福
祉

、
教

育
・

人
づ

く
り

、
定

住
・

移
住

促
進

な
ど

、
様

々
な

政
策

文
化

に
効

果
を

発
揮

し
、

地
方

創
生

に
貢

献
。

１
１
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参
考

事
例

⑧
海

外
に

お
け

る
文

化
芸

術
の

持
つ

創
造

性
を

活
か

し
た

長
期

的
な

地
域

活
性

化


オ

レ
ゴ

ン
州

最
大

の
都

市
、

人
口

約
５

８
万

人
、

農
業

・
林

業
か

ら
ハ

イ
テ

ク
産

業
中

心
へ


ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

・
ク

ラ
ス

（
※

）
の

出
現

に
対

応
し

た
街

づ
く

り
（

土
地

利
用

密
度

の
高

度
化

に
よ

る
都

市
の

コ
ン

パ
ク

ト
化

：
２

０
分

都
市

の
形

成
）


住

居
兼

ギ
ャ

ラ
リ

ー
を

低
賃

料
で

貸
出

す
ロ

フ
ト

文
化

に
よ

り
、

若
い

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

達
が

流
入


若

手
ク

リ
エ

ー
タ

ー
か

ら
エ

リ
ー

ト
層

、
リ

タ
イ

ア
層

に
及

ぶ
多

様
性

に
富

ん
だ

居
住

者
が

移
り

住
む

こ
と

で
、

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

形
成

（
「

F
ir
st

 T
h
u
rs

d
a
y 

G
a
lle

ry
 W

a
lk

」
で

観
光

客
も

取
り

込
む

）


ハ
イ

テ
ク

産
業

の
み

な
ら

ず
、

ス
ポ

ー
ツ

、
観

光
・

サ
ー

ビ
ス

産
業

等
の

繁
栄

に
よ

り
全

国
第

2
位

の
成

長
率

（
全

国
平

均
1
.5

％
を

は
る

か
に

し
の

ぐ
4
.7

％
）

ポ
ー

ト
ラ

ン
ド
市

（
ア

メ
リ

カ
）

F
ir
st

 T
h
u
rs

da
y 

G
al

le
ry

 W
al

kの
賑

わ
い


フ

ラ
ン

ス
６

番
目

の
大

都
市

人
口

2
9
万

人
5
0
年

代
に

は
造

船
所

を
は

じ
め

多
く

の
工

場
が

建
設

。
6
0
年

代
に

は
失

業
率

4
0
%

8
9
年

に
都

市
再

生
の

柱
と

し
て

文
化

事
業

を
公

約
に

掲
げ

た
エ

ロ
-
市

長
が

当
選

後
、

市
予

算
の

1
5
%
(
0
2
年

)
を

文
化

予
算

に
充

当


ナ
ン

ト
市

の
文

化
事

業
の

受
益

人
口

は
約

8
0
万

人
。

市
内

文
化

施
設

や
事

業
に

近
隣

市
町

村
も

補
助


フ

ラ
ン

ス
で

も
っ

と
も

住
み

や
す

い
都

市
１

位
｢
住

居
｣
｢
娯

楽
｣
｢
安

全
｣
｢
教

育
｣
な

ど
1
2
項

目
総

合


8
0
年

代
サ

ー
ビ

ス
産

業
従

事
者

が
市

労
働

人
口

6
7
%
か

ら
0
0
年

に
は

8
0
%
ま

で
上

昇
。

若
者

人
口

増
加

率
も

高
く

、
文

化
施

設
や

文
化

事
業

が
充

実
し

て
お

り
、

複
数

の
企

業
本

社
が

ナ
ン

ト
市

に
移

転


ラ
･
フ

ォ
ル

ジ
ュ

ル
ネ

な
ど

文
化

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
を

商
品

と
し

て
海

外
へ

売
り

込
み

文
化

産
業

を
創

出

ナ
ン

ト
市

（
フ

ラ
ン

ス
）

ラ
・
フ

ォ
ル

ジ
ュ

ル
ネ

の
様

子

※
ト

ロ
ン

ト
大

学
の

リ
チ

ャ
ー

ド
・
フ

ロ
リ

ダ
教

授
が

提
唱

。
新

し
い

ア
イ

デ
ア

や
技

術
、

コ
ン

テ
ン

ツ
の

創
造

に
よ

り
経

済
を

成
長

さ
せ

る
頭

脳
労

働
者

の
こ

と
（
デ

ザ
イ

ナ
ー

や
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
等

）
。


ス

ペ
イ

ン
５

番
目

の
大

都
市

圏
人

口
4
0
万

人
6
0
～

7
0
年

代
に

重
工

業
に

よ
っ

て
発

展
を

遂
げ

た
が

、
7
0
年

代
後

半
以

降
、

伝
統

的
な

工
業

都
市

と
し

て
の

産
業

基
盤

が
急

速
に

衰
退


8
8
年

よ
り

グ
ッ

ゲ
ン

ハ
イ

ム
美

術
館

が
多

館
戦

略
、

国
際

戦
略

を
推

し
進

め
、

ビ
ル

バ
オ

・
グ

ッ
ゲ

ン
ハ

イ
ム

美
術

館
は

そ
の

戦
略

と
リ

ン
ク

す
る

形
で

実
現

バ
ス

ク
州

政
府

は
建

設
費

(
１

億
ド

ル
)
を

全
額

負
担

し
所

有
。

ま
た

、
運

営
予

算
の

一
部

を
補

助
。

運
営

は
州

政
府

と
グ

ッ
ゲ

ン
ハ

イ
ム

財
団

。


0
0
年

に
3
,0

0
0
人

/
日

を
超

え
た

展
覧

会
は

世
界

で
2
7
件

で
あ

り
、

う
ち

７
件

が
同

美
術

館
の

展
覧

会
。


9
7
年

開
館

後
５

年
間

の
観

客
は

5
1
5
万

人
以

上
。

海
外

か
ら

4
5
%
、

ス
ペ

イ
ン

バ
ス

ク
州

以
外

か
ら

3
5
%


ﾊ

ﾞｽ
ｸ
州

公
的

ｾ
ｸ
ﾀ
ｰ
が

9
5
-
9
8
年

投
資

額
が

2
0
億

€
。

7
万

6
千

人
の

雇
用

と
5
0
億

€
の

経
済

波
及

効
果

ビ
ル

バ
オ

市
（
ス

ペ
イ

ン
）

ビ
ル

バ
オ

・
グ

ッ
ゲ

ン
ハ

イ
ム

美
術

館

１
２

- 13 -



可
児

市
文

化
創

造
セ

ン
タ

ー
（
岐

阜
県

可
児

市
）


人

口
１

０
万

人
の

可
児

市
に

お
い

て
年

間
約

３
０

万
人

が
来

館
。

地
域

の
に

ぎ
わ

い
創

出
に

貢
献

。


文
化

芸
術

を
活

用
し

て
、

子
育

て
支

援
、

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く

り
、

多
文

化
共

生
な

ど
の

地
域

課
に

取
り

組
む

「
ま

ち
元

気
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
展

開
。

公
民

館
や

福
祉

施
設

で
実

施
す

る
年

間
４

０
０

回
以

上
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

は
延

べ
７

千
人

以
上

の
市

民
が

参
加

し
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
形

成
に

寄
与

。


県

立
高

校
に

お
い

て
自

己
表

現
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
養

成
を

目
的

に
演

劇
手

法
を

活
用

し
た

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

。
中

途
退

学
者

が
約

３
分

の
１

と
な

り
、

新
入

生
の

定
員

割
れ

も
解

消
。


経

済
効

果
：

１
１

．
６

億
円


雇

用
効

果
（

岐
阜

県
内

）
：

5
3
人

（
平

成
2
1
年

度
）

さ
い

た
ま

ゴ
ー

ル
ド
シ

ア
タ

ー


彩

の
国

さ
い

た
ま

芸
術

劇
場

芸
術

監
督

蜷
川

幸
雄

が
率

い
る

、
5
5
歳

以
上

の
団

員
に

よ
る

演
劇

集
団

。


2
0
0
5
年

1
1
月

、
当

劇
場

芸
術

監
督

に
内

定
し

た
蜷

川
が

、
就

任
後

第
一

に
取

り
組

む
べ

き
事

業
と

し
て

「
年

齢
を

重
ね

た
人

々
が

、
そ

の
個

人
史

を
ベ

ー
ス

に
、

身
体

表
現

と
い

う
方

法
に

よ
っ

て
新

し
い

自
分

に
出

会
う

場
を

提
供

す
る

」
た

め
の

集
団

作
り

を
提

案
し

た
こ

と
に

始
ま

る
。


誰

も
が

経
験

す
る

“
老

い
”

を
“

演
劇

”
に

昇
華

さ
せ

よ
う

と
、

プ
ロ

の
俳

優
と

は
異

な
る

独
自

の
創

造
性

を
発

揮
し

、
ま

た
、

演
劇

界
の

枠
を

越
え

、
日

本
の

高
齢

化
社

会
の

有
り

様
に

問
い

か
け

る
モ

デ
ル

・
ケ

ー
ス

と
し

て
、

さ
い

た
ま

ゴ
ー

ル
ド

・
シ

ア
タ

ー
は

結
成

当
時

か
ら

注
目

を
集

め
続

け
て

い
る

。


現
在

団
員

は
6
4
歳

か
ら

8
9
歳

ま
で

の
3
9
名

。
平

均
年

齢
7
6
.7

歳
。

（
2
0
1
5
年

1
1
月

現
在

）


団
員

募
集

時
に

は
1
2
6
6
名

が
応

募
し

、
1
5
日

間
、

延
べ

7
8
時

間
に

渡
る

オ
ー

デ
ィ

シ
ョ

ン
を

実
施

。


2
0
1
4
年

1
1
月

か
ら

1
2
月

に
か

け
て

は
パ

リ
・

香
港

を
含

む
３

ヵ
国

５
都

市
を

巡
る

ツ
ア

ー
公

演
を

実
施

。
全

５
会

場
で

8
,0

0
0
人

以
上

の
観

客
を

動
員

。

乳
幼

児
と

保
護

者
の

W
S

高
齢

者
の

W
S

児
童

・
生

徒
の

W
S

可
児

市
文

化
創

造
セ

ン
タ

ー

公
演

の
様

子

参
考

事
例

⑨
文

化
芸

術
活

動
を

通
じ

た
活

躍
の

場
の

創
出

事
例

１
３
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コン
テ

ン
ツ

産
業

の
現

状
と

今
後

の
発

展
の

⽅
向

性

経
済

産
業

省
商

務
情

報
政

策
局

⽂
化

情
報

関
連

産
業

課
（

メ
デ

ィア
・コ

ン
テ

ン
ツ

課
）

コンテンツ産業の現状と今後の発展の方向性 資料７

- 1 -



Ⅰ
．

現
状

分
析

1

- 2 -



⽇
本

の
コン

テ
ン

ツ
産

業
の

市
場

規
模


映

画
・ア

ニメ
・T

V番
組

・⾳
楽

・ゲ
ー

ム
・書

籍
等

の
⽇

本
の

コン
テ

ンツ
産

業
の

市
場

規
模

は
約

12
兆

円
。

CD
/D

VD
や

書
籍

・雑
誌

が
苦

戦
す

る
⼀

⽅
、ゲ

ー
ム

や
イン

ター
ネ

ット
配

信
が

伸
⻑

。


近
年

、震
災

か
らの

回
復

は
⾒

られ
る

も
の

の
、国

内
⼈

⼝
の

ピー
クア

ウト
等

に
よ

り成
⻑

は
横

ば
い

。

1

映
像

4.
3兆

円
ゲ

ー
ム

1.
7兆

円
⾳

楽
・⾳

声
1.

3兆
円

図
書

･新
聞

･画
像

･テ
キス

ト
3.

7兆
円

ゲー
ムソ

フト
約

0.
2兆

円

オン
ライ

ンゲ
ーム

約
1.

0兆
円

携
帯

電
話

向
け

ゲ
ー

ム
約

0.
1兆

円

アー
ケー

ドゲ
ーム

約
0.

4兆
円

書
籍

約
0.

7兆
円

雑
誌

約
1.

1兆
円

フリ
ー

ペ
ー

パ
ー

約
0.

2兆
円

新
聞

約
1.

5兆
円

その
他

約
0.

2兆
円

出
典

：
デ

ジ
タル

コン
テ

ンツ
⽩

書
20

16
（

⼀
般

財
団

法
⼈

デ
ジ

タル
コン

テ
ンツ

協
会

）

国
内

コン
テ

ンツ
市

場
の

全
体

像
市

場
規

模
の

推
移

（
億

円
）

複
合

型
※

1.
0兆

円

イン
ター

ネ
ット

広
告

・
モ

バ
イル

広
告

約
1.

0兆
円

※
ネッ

トを
媒

介
する

オン
ライ

ン広
告

を抜
き出

し。
雑

誌
、新

聞
等

の伝
統

的
なマ

ス広
告

は、
「図

書
・新

聞
・

画
像

・テ
キス

ト」
に含

まれ
てい

る。

11
65
00

11
70
00

11
75
00

11
80
00

11
85
00

11
90
00

11
95
00

12
00
00

12
05
00

12
10
00

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

⾳
楽

ソ
フト

約
0.

4兆
円

カラ
オ

ケ
約

0.
4兆

円

コン
サ

ー
ト

⼊
場

料
0.

3兆
円

ラジ
オ

関
連

サ
ー

ビス
0.

1兆
円

携
帯

電
話

・
イン

ター
ネ

ッ
ト配

信
約

0.
1兆

円

映
像

ソ
フト

約
0.

3兆
円

映
画

約
0.

2兆
円

テ
レ

ビ放
送

・
関

連
サ

ー
ビス

約
3.

5兆
円

その
他

（
配

信
・ス

テ
ー

ジ
）

約
0.

3兆
円

- 3 -



海
外

の
コン

テ
ン

ツ
産

業
の

市
場

規
模


⽇

本
を

除
く海

外
の

コン
テ

ンツ
市

場
は

、2
01

4年
で

5,
55

2億
⽶

ドル
で

あ
り、

ア
ジ

ア
を

中
⼼

に
市

場
が

拡
⼤

し、
20

20
年

に
は

6,
99

3億
⽶

ドル
とな

る
⾒

込
み

。

3

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

ゲ
ー

ム
音

楽
マ

ン
ガ

ア
ニ

メ
放

送
映

画

45

5

20
1411

1

1

102

3

3

+3
1.2

%

2

20
2026

1100

21

2

20
1417

01001

14

0

1

20
2056

1303

+3
.9%

20
2069
9

15
85

15
3

25

48
275

20
1455
5

11
61

16
220

38
956

No
rth

 A
m

er
ica

日
本

除
く
海

外
合

計

La
tin

 A
m

er
ica

Eu
ro

pe
/ M

id
dl

e E
as

t/ 
Af

ric
a 

As
ia 

Pa
cif

ic

Ja
pa

n
（
単

位
：

10
億

米
ド

ル
）

20
2020
3

5
28

7
1

8

13
322

1

17
3

3
22

717
11

519

+2
.7%

20
2024

1400

15

3

20
1422

20
14

14101

13

3

8
22

5
0

9

20
627

20
14

9

6
16

6
0

8

18
121

+2
.5%

20
2026
0

7
21

5
0

19
425

20
1422
3

5
15

23
9

607

17
019

20
2027
8

22

3

2

20
2052

14324

26

3

20
1444

29314

+3
.0%

So
ur

ce
: R

ola
nd

 B
er

ge
r 

01214

20
2016
1

2
32

21
0

9820

20
1410
5

1
21

213

6313

+7
.5%

20
2023

5

01000193

20
1418

070172

20
207

0100050

20
144

00000

20
14

30

20
2064

1131023710

36
181

1
) 

 1
ド

ル
＝

1
0
6
.8

5
円

で
換

算
（
2

0
1

4
年

平
均

値
）
。

以
下

同
じ

2
) 

「
映

画
」
、

「
放

送
」
は

ア
ニ

メ
を

除
く

3
) 

「
マ

ン
ガ

」
に

は
ア

メ
コ

ミ
等

の
海

外
コ

ミ
ッ

ク
も

含
む

4
)

マ
ン

ガ
海

外
市

場
規

模
参

考
値

：
米

国
6
.3

億
ド

ル
、

ド
イ

ツ
5
.4

億
ド

ル
、

フ
ラ

ン
ス

5
.1

億
ド

ル
、

英
国

3
億

ド
ル

（
韓

国
コ

ン
テ

ン
ツ

振
興

院
、

2
0
1

0
年

）
、

日
本

マ
ン

ガ
海

外
市

場
規

模
参

考
値

：
米

国
1
.4

億
ド

ル
（
IC

v
2
、

2
0
0
9
年

）
5
) 

「
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
物

販
」
は

他
コ

ン
テ

ン
ツ

由
来

の
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
、

ラ
イ

セ
ン

ス
ビ

ジ
ネ

ス
向

け
に

制
作

さ
れ

た
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
商

品
の

販
売

。
但

し
、

マ
ン

ガ
・
ゲ

ー
ム

等
他

の
市

場
に

含
む

商
品

、
ア

パ
レ

ル
・
ア

ク
セ

サ
リ

関
連

商
品

、
広

告
販

促
品

は
除

く
）

- 4 -



⽇
本

コン
テ

ン
ツ

の
潜

在
⼒

ア
ジ

ア
主

要
都

市
に

お
け

る
⽇

・韓
・欧

⽶
コン

テ
ン

ツ
普

及
度

【参
考

】「
コン

テ
ンツ

の
創

造
、保

護
及

び
活

⽤
の

促
進

に
関

す
る

法
律

（
コン

テ
ンツ

振
興

法
）

」に
お

け
る

コン
テ

ンツ
の

定
義

第
⼆

条
この

法
律

に
お

い
て

「コ
ンテ

ンツ
」と

は
、映

画
、⾳

楽
、演

劇
、⽂

芸
、写

真
、漫

画
、ア

ニメ
ー

シ
ョン

、コ
ンピ

ュー
タゲ

ー
ム

その
他

の
⽂

字
、図

形
、⾊

彩
、⾳

声
、動

作
若

しく
は

映
像

若
しく

は
これ

らを
組

み
合

わ
せ

た
も

の
⼜

は
これ

らに
係

る
情

報
を

電
⼦

計
算

機
を

介
して

提
供

す
る

た
め

の
プ

ログ
ラム

（
電

⼦
計

算
機

に
対

す
る

指
令

で
あ

っ
て

、⼀
の

結
果

を
得

る
こと

が
で

き
る

よ
うに

組
み

合
わ

せ
た

も
の

を
い

う。
）

で
あ

って
、⼈

間
の

創
造

的
活

動
に

よ
り⽣

み
出

され
る

も
の

の
うち

、教
養

⼜
は

娯
楽

の
範

囲
に

属
す

る
も

の
を

い
う。

出
典

：
博

報
堂

Gl
ob

al
 H

AB
IT

調
査

（
20

15
年

２
⽉

（
サ

ンプ
ル

調
査

：
15

〜
54

歳
の

男
⼥

が
回

答
）

）
（

複
数

回
答

）

4

- 5 -



出
典

: 
ロー

ラン
ドベ

ル
ガ

ー
調

査
(2

01
5)

世
界

の
市

場
に

お
け

る
⽇

本
由

来
コン

テ
ン

ツ
の

売
上

シ
ェア


⽇

本
由

来
コン

テ
ンツ

の
売

上
は

約
14

1億
⽶

ドル
と海

外
市

場
規

模
全

体
の

2.
5％

を
占

め
る

。


⽇
本

由
来

コン
テ

ンツ
の

売
上

シ
ェア

は
各

分
野

で
状

況
は

異
な

り、
マ

ンガ
、ゲ

ー
ム

、キ
ャラ

クタ
ー

、ア
ニメ

の
順

に
⼤

き
い

。

5

コン
テ

ン
ツ

合
計

(5
55

)

0.
4%

(1
.7

)

放
送

(3
89

)

2.
5%

(1
4.

1)

ゲ
ー

ム
(6

1)

15
.2

%
(9

.4
)

映
画

(5
6)

1.
1%

(0
.6

)

⾳
楽

(1
6)

0.
2%

(0
.0

)

ア
ニ

メ
(2

0)

4.
1%

(0
.8

)

キ
ャラ

ク
タ

ー
(1

1)

8.
5%

(1
.0

)

マ
ン

ガ
(２

)

26
.9

%
(0

.6
)

分
解

内
訳

（
凡

例
） ：

海
外

市
場

規
模

：
うち

⽇
本

由
来

コン
テ

ンツ
売

上

コン
テ

ン
ツ

の
市

場
規

模
と⽇

本
由

来
コン

テ
ン

ツ
の

売
上

シ
ェア

(単
位

：
10

億
⽶

ドル
)

- 6 -



1,
36

6
1,

40
6

2,
08

4
2,

23
2

2,
12

0

1,
87

2
1,

81
2

1,
45

7
1,

48
8

1,
53

2
1,

64
3

1,
83

4
1,

84
7

22
4

25
3

29
0

31
3

31
2

26
8

24
8

15
3

17
2

16
0

14
4

16
9

19
5

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

市
場

規
模

海
外

収
⼊

（
※

）
⽇

本
動

画
協

会
が

統
計

を
とり

は
じめ

た
20

02
年

か
らの

デ
ー

タを
集

計
。

（
※

）
「海

外
収

⼊
」と

は
、映

像
販

売
、ラ

イセ
ンス

等
に

よ
る

海
外

収
⼊

を
さす

。

（
参

考
）

ア
ニ

メ

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

市
場

規
模

1,
36

6
1,

40
6

2,
08

4
2,

23
2

2,
12

0
1,

87
2

1,
81

2
1,

45
7

1,
48

8
1,

53
2

1,
64

3
1,

83
4

1,
84

7

海
外

収
⼊

22
4

25
3

29
0

31
3

31
2

26
8

24
8

15
3

17
2

16
0

14
4

16
9

19
5

単
位

：
億

円

単
位

：
億

円

出
典

：
⽇

本
動

画
協

会
ア

ニメ
産

業
レ

ポ
ー

ト2
01

5
6

- 7 -



（
※

）
20

13
年

以
降

の
値

は
、調

査
⽅

法
が

変
更

され
た

た
め

、2
01

2年
以

前
の

値
と単

純
な

⽐
較

は
で

き
な

い
。

（
※

）
コン

ピュ
ー

タエ
ンタ

テ
イン

メン
トソ

フト
ウェ

ア
協

会
（

CE
SA

の
前

⾝
）

が
統

計
を

とり
は

じめ
た

19
96

年
か

らの
デ

ー
タを

集
計

。

（
参

考
）

家
庭

⽤
ゲ

ー
ム

ソ
フト

単
位

：
億

円

出
典

：
CE

SA
ゲ

ー
ム

⽩
書

単
位

：
億

円

7

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

出
荷

額
（

国
内

＋
海

外
）

4,
72

9 
5,

37
7 

5,
66

9 
5,

62
8 

5,
77

9 
5,

17
4 

4,
74

7 
4,

29
9 

4,
68

5 
4,

87
1 

6,
74

2 
8,

48
6 

10
,2

40
 

7,
58

6 
6,

70
6 

5,
30

9 
4,

24
4 

14
,3

06
 

15
,5

96
 1

5,
84

8 

海
外

出
荷

額
1,

22
7 

1,
47

8 
2,

14
1 

2,
34

3 
2,

84
8 

2,
53

2 
2,

25
5 

1,
99

3 
2,

32
7 

2,
52

8 
3,

62
9 

5,
60

0 
7,

23
0 

5,
06

1 
4,

11
5 

2,
93

0 
2,

04
2 

12
,3

41
 

13
,7

47
 1

4,
29

8 

輸
出

⽐
率

25
.9

%
27

.5
%

37
.8

%
41

.6
%

49
.3

%
48

.9
%

47
.5

%
46

.4
%

49
.7

%
51

.9
%

53
.8

%
66

.0
%

70
.6

%
66

.7
%

61
.4

%
55

.2
%

48
.1

%
86

.3
%

88
.1

%
90

.2
%

4,
72
9 

5,
37
7 

5,
66
9 

5,
62
8 

5,
77
9 

5,
17
4 

4,
74
7 

4,
29
9 

4,
68
5 

4,
87
1 

6,
74
2 

8,
48
6 

10
,2
40

 

7,
58
6 

6,
70
6 

5,
30
9 

4,
24
4 

14
,3
06

 

15
,5
96

 
15
,8
48

 

1,
22
7 

1,
47
8 

2,
14
1 

2,
34
3 

2,
84
8 

2,
53
2 

2,
25
5 

1,
99
3 

2,
32
7 

2,
52
8 

3,
62
9 

5,
60
0 

7,
23
0 

5,
06
1 

4,
11
5 

2,
93
0 

2,
04
2 

12
,3
41

 

13
,7
47

 
14
,2
98

 

0

2,
00
0

4,
00
0

6,
00
0

8,
00
0

10
,0
00

12
,0
00

14
,0
00

16
,0
00

18
,0
00

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

出
荷
額
（
国
内
＋
海
外
）

海
外

出
荷

額

- 8 -



（
参

考
）

映
画

出
典

：
⽇

本
映

画
製

作
者

連
盟

「⽇
本

映
画

産
業

統
計

」

（
※

）
⽇

本
映

画
製

作
者

連
盟

が
統

計
を

とり
は

じめ
た

20
00

年
か

らの
デ

ー
タを

集
計

。
（

※
）

輸
出

額
は

、連
盟

加
盟

者
とそ

の
グ

ル
ー

プ
会

社
が

、⽇
本

映
画

関
連

の
権

利
（

映
画

・テ
レ

ビ映
画

の
海

外
配

給
権

、海
外

上
映

権
、リ

メイ
ク権

、海
外

放
送

権
、海

外
⼆

次
利

⽤
権

、映
画

・テ
レ

ビキ
ャラ

クタ
ー

商
品

化
権

）
を

利
⽤

して
得

た
収

⼊
を

さす
。

（
※

）
輸

出
額

は
、1

ドル
＝

12
0円

とす
る

。

単
位

：
億

円

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

市
場

規
模

17
09

20
02

19
68

20
33

21
09

19
81

20
29

19
84

19
48

20
60

22
07

18
12

19
52

19
42

20
70

21
71

輸
出

額
71

97
84

84
73

87
77

79
85

68
79

69
64

78
91

14
0

8

1,
70
9

2,
00
2

1,
96
8

2,
03
3

2,
10
9

1,
98
1

2,
02
9

1,
98
4

1,
94
8

2,
06
0

2,
20
7

1,
81
2

1,
95
2

1,
94
2

2,
07
0

2,
17
1

71
97

84
 

84
 

73
 

87
 

77
 

79
 

85
 

68
 

79
 

69
 

64
 

78
 

91
 

14
0 

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

市
場

規
模

輸
出

額

単
位

：
億

円
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Ⅱ
．

施
策

9
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クー

ル
ジ

ャパ
ン戦

略
の

狙
い

は
、ア

ニメ
、ド

ラマ
、⾳

楽
等

の
コン

テ
ンツ

や
「⾐

」「
⾷

」「
住

」を
は

じめ
、⽇

本
の

⽂
化

や
ライ

フス
タイ

ル
の

魅
⼒

を
付

加
価

値
に

変
え

、新
興

国
等

の
旺

盛
な

海
外

需
要

を
獲

得
し、

⽇
本

の
経

済
成

⻑
（

企
業

の
活

躍
・雇

⽤
創

出
）

に
つ

な
げ

る
こと

。


この

た
め

、海
外

需
要

を
取

り込
む

段
階

を
3つ

に
分

け
、①

⽇
本

の
魅

⼒
を

発
信

す
る

こと
に

よ
り、

海
外

に
お

い
て

⽇
本

ブ
ー

ム
を

創
出

す
る

段
階

、②
現

地
で

関
連

商
品

、サ
ー

ビス
等

を
販

売
す

る
段

階
、③

観
光

政
策

な
どと

連
携

しつ
つ

、⽇
本

に
関

⼼
を

持
った

外
国

客
を

実
際

に
⽇

本
に

呼
び

込
む

こと
で

消
費

を
促

す
段

階
、そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

で
の

⽀
援

を
講

じて
い

く。

ク
ー

ル
ジ

ャパ
ン

戦
略

⽇
本

の
魅

⼒
の

効
果

的
発

信
現

地
で

稼
ぐた

め
の

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

構
築

⽇
本

に
呼

び
込

み
⼤

き
く消

費
を

促
す

ビジ
ット

・ジ
ャパ

ンを
は

じめ
とす

る
外

国
⼈

観
光

客
・ビ

ジ
ネ

ス
客

の
集

客

○
⽇

本
で

の
イベ

ント
開

催
及

び
海

外
情

報
発

信
（

再
掲

）

＜
戦

略
的

海
外

展
開

＞

⽇
本

に
対

す
る

興
味

・関
⼼

を
⾼

め
る

機
会

の
創

出
（

１
）

コン
テ

ンツ
海

外
展

開
⽀

援
（

ロー
カラ

イズ
等

）
・Ｊ

－
Ｌ

Ｏ
Ｐ

（
２

）
⽇

本
で

の
イベ

ント
開

催
及

び
海

外
情

報
発

信
・コ

フェ
ス

タ
・イ

ンフ
ル

エ
ンサ

ー
招

聘

⽇
本

の
コン

テ
ンツ

専
⽤

チ
ャン

ネ
ル

の
確

保
や

商
業

施
設

等
に

お
け

る
関

連
商

品
の

販
売

（
１

）
製

品
開

発
・チ

ー
ム

づ
くり

・プ
ロデ

ュー
サ

ー
派

遣
（

２
）

現
地

企
業

との
マ

ッチ
ング

（
３

）
テ

ス
トマ

ー
ケ

テ
ィン

グ
（

４
）

リス
クマ

ネ
ー

の
供

給
・ク

ー
ル

ジ
ャパ

ン機
構

①
⽇

本
ブ

ー
ム

創
出

②
現

地
で

稼
ぐ

③
⽇

本
で

消
費

10
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ビ
ジ

ネ
ス

を
⽀

え
る

基
盤

整
備

⑦
プ

ロ
デ

ュー
サ

ー
⼈

材
育

成
バ

リュ
ー

チ
ェー

ン全
体

を
統

括
し、

コン
テ

ンツ
産

業
の

海
外

展
開

の
中

核
とな

る
⼈

材
を

育
成

す
る

た
め

,海
外

トッ
プ

フィ
ル

ム
ス

クー
ル

へ
の

留
学

等
を

⽀
援

。
⑧

コン
テ

ン
ツ

技
術

戦
略

CG
や

VF
X等

デ
ジ

タル
コン

テ
ンツ

技
術

の
⾼

度
化

と普
及

を
推

進
。制

作
⼯

程
管

理
や

クラ
ウド

サ
ー

ビス
活

⽤
の

た
め

の
取

り組
み

を
実

施
。

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

⽀
援

⑥
留

学
⽣

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

⽇
本

の
⽂

化
や

コン
テ

ンツ
を

深
く理

解
す

る
⽇

本
の

⼤
学

また
は

⼤
学

院
在

学
中

の
外

国
⼈

留
学

⽣
を通

じて
、⽇

本
の

コン
テ

ンツ
の

魅
⼒

を
⾃

国
を

は
じめ

、海
外

に
広

く紹
介

。

流
通

フェ
ー

ズ
①

ロ
ー

カ
ラ

イ
ズ

・プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

⽀
援

（
Ｊ

－
Ｌ

Ｏ
Ｐ

）
他

産
業

へ
の

波
及

効
果

が
強

い
各

種
コン

テ
ンツ

の
海

外
展

開
を

促
進

す
る

た
め

、ロ
ー

カラ
イズ

(字
幕

付
与

や
吹

き
替

え
な

ど)
･プ

ロモ
ー

シ
ョン

等
の

⽀
援

を
実

施
。

②
コ・

フェ
ス

タ
コン

テ
ンツ

とコ
ンテ

ンツ
関

連
イベ

ント
を

束
ね

た
「コ

・フ
ェス

タ」
を

開
催

。⽇
本

コン
テ

ンツ
を

海
外

に
ア

ピー
ル

。
③

ク
ー

ル
ジ

ャパ
ン

機
構

財
政

投
融

資
特

別
会

計
（

投
資

勘
定

）
を

活
⽤

（
平

成
25

年
度

50
0億

円
）

して
ファ

ンド
を

設
⽴

し、
産

業
化

に
向

け
た

リス
クマ

ネ
ー

を
供

給
。

④
政

府
間

対
話

「ア
ジ

ア
・コ

ンテ
ンツ

・ビ
ジ

ネ
ス

サ
ミッ

ト（
AC

BS
）

」等
を官

⺠
連

携
に

よ
り開

催
し、

国
際

間
の

課
題

解
決

に
向

け
て

議
論

。
⑤

海
賊

版
対

策
コン

テ
ンツ

海
外

流
通

促
進

機
構

（
CO

DA
）

を
通

じて
、中

国
を

始
め

とす
る

著
作

権
侵

害
が

特
に

多
発

す
る

国
に

お
け

る
違

法
コン

テ
ンツ

削
除

要
請

を
推

進
。

経
済

産
業

省
が

実
施

す
る

コン
テ

ン
ツ

振
興

施
策

11
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ロー
カラ

イズ
ア

ニメ
電

⼦
コミ

ック

『
ち
び

ま
る
子

ち
ゃ
ん
』

発
信

国
・
地

域
：
中

国
日
本

ア
ニメ

ー
シ

ョン
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
株

式
会

社
©
 S
AK

U
RA

 P
RO

DU
CT

IO
N
/ N

IP
PO

N
 A
N
IM

AT
IO
N『ド

ラえ
も

ん
』

発
信

国
・地

域
：

英
語

圏
（

全
世

界
） 株
式

会
社

藤
⼦

・F
・不

⼆
雄

プロ
©
 F

uj
ik

o-
Pr

o

「ド
ラえ

も
ん

」が
家

電
製

品
を

通
じて

プ
ロモ

ー
シ

ョン
した

例

ドラ
え

も
ん

の
海

外
展

開
の

た
め

、
Ｓ

Ｈ
Ａ

Ｒ
Ｐ

が
Ａ

Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ

諸
国

向
け

の
家

電
製

品
の

Ｃ
Ｍ

に
キ

ャラ
クタ

ー
を

起
⽤

。

海
外

⾒
本

市
へ

の
出

展
例

JA
PA

N 
EX

PO

パ
リで

開
催

され
る

ヨー
ロッ

パ
最

⼤
の

イ
ベ

ント
「J

AP
AN

EX
PO

」に
お

い
て

⽇
本

コン
テ

ンツ
の

共
同

出
展

、プ
ロモ

ー
シ

ョン
を

⽀
援

。

地
⽅

発
コン

テ
ンツ

の
海

外
展

開
事

例

北
海

道
テ

レ
ビは

、地
域

の
魅

⼒
を

発
信

す
る

番
組

を
制

作
し、

Ｊ
－

Ｌ
Ｏ

Ｐ
に

よ
り質

の
⾼

い
ロー

カラ
イズ

を
実

施
で

き
た

こと
で

海
外

で
の

放
送

を
次

々
と実

現
。

番
組

と連
動

した
キ

ャン
ペ

ー
ンを

⾏
うこ

とで
ア

ンテ
ナ

シ
ョッ

プ
の

売
上

は
前

年
⽐

で
約

３
割

向
上

。

プ
ロモ

ー
シ

ョン

ドラ
え

も
ん

×
家

電
製

品


権

利
情

報
の

集
約

化
、コ

ン
テ

ン
ツ

の
字

幕
・吹

き
替

え
等

の
現

地
化

（
ロ

ー
カ

ラ
イ

ズ
）

や
国

際
⾒

本
市

へ
の

出
展

等
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

の
⽀

援
に

よ
り、

著
作

物
の

利
⽤

の
円

滑
化

に
取

り組
む

。（
平

成
2７

年
度

補
正

6７
億

円
）

。


平
成

2６
年

度
補

正
予

算
（

６
０

億
円

）
に

お
い

て
は

、⽇
本

の
コン

テ
ンツ

の
海

外
展

開
を

⽀
援

す
る

た
め

、８
５

５
件

の
コン

テ
ンツ

の
ロー

カラ
イズ

や
プ

ロモ
ー

シ
ョン

へ
の

補
助

を
実

施
。

①
ロ

ー
カ

ラ
イ

ズ
・プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
⽀

援

12

- 13 -




コン

テ
ンツ

産
業

お
よ

び
ファ

ッシ
ョン

、デ
ザ

イン
等

コン
テ

ンツ
と親

和
性

の
⾼

い
産

業
に

関
わ

る
各

種
イベ

ント
が

連
携

して
開

催
す

る
世

界
最

⼤
規

模
の

統
合

的
コン

テ
ンツ

フェ
ス

テ
ィバ

ル
。


コン

テ
ンツ

業
界

が
連

携
し,

発
信

⼒
を

⾼
め

な
が

ら広
く海

外
に

ア
ピー

ル
す

る
こと

で
,⽇

本
の

コン
テ

ンツ
の

海
外

展
開

を
促

進
｡

コ
・
フ

ェ
ス

タ
２

０
１

６
オ

フィ
シ

ャル
イ

ベ
ン

ト

②
コ・

フェ
ス

タ

13

- 14 -



【出
展

者
・招

聘
バ

イ
ヤ

ー
の

推
移

（
20

15
年

度
）

】
【商

談
件

数
（

20
15

年
度

）
】

（
件

）
（

⼈
）

東
京

国
際

ミュ
ー

ジ
ック

マ
ー

ケ
ット

⽇
本

⾳
楽

の
海

外
展

開
を

⽬
的

とし
て

商
談

会
や

セ
ミナ

ー
開

催
に

よ
る

ビジ
ネ

ス
マ

ッチ
ング

の
機

会
を

提
供

す
る

場
。1

2回
⽬

（
20

04
年

〜
）

。

⽇
本

の
ア

ニメ
産

業
の

活
性

化
を

⽬
的

に
、ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッチ
ング

の
場

を
設

け
、国

内
外

の
ア

ニメ
ビジ

ネ
ス

情
報

を
発

信
す

る
。T

IA
Fと

して
は

6回
⽬

(2
01

0年
〜

）
。

東
京

国
際

ア
ニ

メ
祭

秋

東
京

国
際

映
画

祭
に

併
設

した
国

内
外

の
映

画
、Ｔ

Ｖ
番

組
等

の
映

像
コン

テ
ンツ

を
中

⼼
とし

た
⾒

本
市

。1
2回

⽬
（

20
04

年
〜

）
。

TI
FF

CO
M

(東
京

国
際

映
画

祭
併

設
コン

テ
ン

ツ
マ

ー
ケ

ット
)

会
期

：
20

15
年

10
⽉

20
⽇

〜
22

⽇
（

3⽇
間

）

会
場

：
ホ

テ
ル

グ
ラ

ン
パ

シ
フィ

ック
LE

 D
AI

BA
Ze

pp
D

iv
er

Ci
ty

TO
KY

O


「J

ap
an

 C
on

te
nt

 S
ho

w
ca

se
（

JC
S）

」と
は

、映
画

・放
送

（
テ

レ
ビ番

組
等

）
、⾳

楽
、ア

ニメ
等

の
主

要
コン

テ
ンツ

が
統

合
され

た
国

際
⾒

本
市

で
あ

り、
毎

年
10

⽉
に

東
京

・お
台

場
に

て
開

催
。J

CS
で

は
、我

が
国

コン
テ

ンツ
の

魅
⼒

を
集

中
的

に
世

界
へ

ア
ピー

ル
す

る
とと

も
に

、他
産

業
との

連
携

を
促

し、
さら

な
る

発
信

⼒
の

強
化

とコ
ンテ

ンツ
産

業
全

体
の

海
外

展
開

を
促

進
す

る
こと

を
⽬

的
とし

て
い

る
。


20

15
年

度
は

34
7団

体
が

出
展

し、
1,

43
3名

の
登

録
バ

イヤ
ー

が
来

場
した

(2
01

4年
度

：
出

展
団

体
数

：
33

2、
登

録
バ

イヤ
ー

数
：

1,
16

0名
)。

動
画

配
信

な
ど業

界
の

新
しい

トレ
ンド

を
捉

え
た

セ
ミナ

ー
を

実
施

し、
ま

た
、ピ

ッチ
ング

セ
ッシ

ョン
や

マ
ッ

チ
ング

イベ
ント

が
連

⽇
⾏

わ
れ

る
な

ど、
活

発
な

商
談

を
促

進
した

。

②
コン

テ
ン

ツ
の

総
合

国
際

⾒
本

市
「J

ap
an

 C
on

te
nt

 S
ho

w
ca

se
」

14

16
0

54
9

14
6

57
6

13
0

79
5

15
6

52
5

18
6

58
4

21
7

63
8

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

出展者

バイヤー

出展者

バイヤー

出展者

バイヤー

20
13

20
14

20
15

国
内

海
外

出
展

者
約

5%
バ

イ
ヤ

ー
約

24
%

 増

4,
84
4 

5,
69
9 

6,
66
3 

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

7,
00
0

20
13

20
14

20
15

17
%

増
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出
資

事
業

会
社

等

⺠
間

企
業

等
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
各

企
業

出
資

出
資

投
資

リス
ク

マ
ネ

ー
供

給
機

能

［
クー

ル
ジ

ャパ
ン機

構
］

（
平

成
25

年
11

⽉
創

設
）


平

成
２

５
年

６
⽉

に
株

式
会

社
海

外
需

要
開

拓
⽀

援
機

構
法

が
成

⽴
し、

平
成

２
５

年
１

１
⽉

に
海

外
需

要
開

拓
⽀

援
機

構
（

クー
ル

ジ
ャパ

ン機
構

）
が

設
⽴

され
た

。


機
構

は
、リ

ス
クマ

ネ
ー

を
供

給
す

る
こと

で
、⺠

間
部

⾨
で

は
成

し得
な

か
った

、海
外

需
要

獲
得

の
基

盤
とな

る
拠

点
や

流
通

網
の

整
備

な
どを

率
先

して
展

開
し、

現
在

１
３

件
の

投
資

案
件

を
⾏

って
い

る
。

※
存

続
期

間
：

概
ね

20
年

程
度

メデ
ィア

・ネ
ット

空
間

型
の

流
通

拠
点

放
送

配
信

⽇
本

の
Ｔ

Ｖ
番

組
・ア

ニメ
等

の
コン

テ
ンツ

ア
ニメ

©
B

A
K

U
G

A
N

 P
R

O
J
E

C
T

©
 B

AK
UG

AN
 P

RO
JE

CT

商
品

販
売

化
粧

品
な

ど

ア
イド

ル
系

ドキ
ュメ

ンタ
リー

映
画

玩
具

な
ど

出
展

：
NE

W
 P

EO
PL

E資
料

テ
レ

ビ
放

映
・配

信
等

＋
グ

ッズ
等

販
売

物
理

的
空

間
型

の
流

通
拠

点

食

衣

住

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

ア
パ

レ
ル

シ
ョッ

プ
イ

ン
テ

リア
シ

ョッ
プ

コス
メ商
業

施
設

展
開

・活
⽤

（
ジ

ャパ
ン・

モ
ー

ル
）

“地
域

クー
ル

ジ
ャパ

ン企
業

”応
援

パ
テ

ィシ
エ・

ケ
ー

キ
店

ブ
ライ

ダル
サ

ー
ビス

出
資

等

高
岡

銅
器

⽇
本

酒
⺠

間
出

資

平
成

２
８

年
４

⽉
１

⽇
時

点
出

資
⾦

５
２

３
億

円

１
０

７
億

円

政
府

出
資

（
財

投
特

会
等

）

※
既

出
資

の
30

0億
円

に
加

え
て

、平
成

27
年

度
は

政
府

予
算

枠
30

0億
円

を
確

保
し、

必
要

に
応

じて
こ

の
範

囲
で

追
加

出
資

を
⾏

う。

４
１

６
億

円
※

＜
投

資
対

象
の

例
＞

③
ク

ー
ル

ジ
ャパ

ン
機

構

15
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８
０

⾔
語

以
上

に
対

応
した

⽇
本

の
コン

テ
ンツ

の
世

界
発

信
の

た
め

の
ロー

カラ
イ

ズ
の

基
幹

イン
フラ

を
獲

得

海
外

向
け

ジ
ャパ

ン
コン

テ
ンツ

関
連

ネ
ット

販
売

To
ky

o 
O

ta
ku

M
od

e
等

全
世

界
（

⽶
国

・
ｲﾝ

ﾄﾞ
ﾈｼ

ｱ等
）

海
外

に
向

け
て

⽇
本

の
マ

ンガ
・ア

ニメ
等

の
ポ

ップ
カル

チ
ャー

の
魅

⼒
を

発
信

す
る

メデ
ィア

・Ｅ
Ｃ

事
業

１
５

億
円

地
域

・中
⼩

企
業

や
ク

リエ
イ

タ
ー

等
の

海
外

展
開

の
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム

コン
テ

ンツ

正
規

版
ア

ニメ
関

連
ネ

ット
販

売

ア
ジ

ア
（

台
湾

・
タイ

等
）

全
世

界
ﾊﾞ

ﾝﾀ
ﾞｲ

ﾅﾑ
ｺH

D等

１
０

億
円

吉
本

興
業

等

１
０

億
円

正
規

版
⽇

本
ア

ニメ
の

サ
イマ

ル
配

信
を

多
⾔

語
で

⾏
う動

画
配

信
・Ｅ

Ｃ
事

業

エ
ンタ

テ
イン

メン
ト

ア
ジ

ア
各

国
向

け
Ｔ

Ｖ
番

組
で

⽇
本

を
発

信
し、

イベ
ント

や
地

域
物

販
等

を
展

開

（
総

事
業

費
５

０
億

円
）

（
総

事
業

費
２

１
億

円
）

ス
カパ

ー
JS

AT

４
４

億
円

ジ
ャパ

ン
チ

ャン
ネ

ル
全

世
界

⽇
本

ア
ニ

メ
産

業
の

海
外

展
開

で
ア

ニ
メ

ー
タ

の
出

⼝
を

拡
⼤

ジ
ャパ

ン
コン

テ
ンツ

の
ロー

カラ
イズ

全
世

界

イマ
ジ

カ・
ロボ

ット
HD

等

７
５

億
円

（
総

事
業

費
１

９
０

億
円

）

⽇
本

コン
テ

ン
ツ

の
対

外
発

信
を

加
速

世
界

２
２

カ国
に

⽇
本

コン
テ

ンツ
の

有
料

放
送

チ
ャン

ネ
ル

を
展

開
し、

地
域

物
販

や
イン

バ
ウン

ドを
促

進

海
外

で
の

クリ
エ

イタ
ー

育
成

ア
ジ

ア
・欧

州
・豪

州

KA
DO

KA
W

A
Co

nt
en

ts
Ac

ad
em

y
等

４
．

５
億

円

ア
ジ

ア
等

で
⽇

本
コン

テ
ンツ

を
活

⽤
した

ビジ
ネ

ス
を

⽀
え

る
クリ

エ
イタ

ー
⼈

材
を

育
成

す
る

ス
クー

ル
事

業
（

総
事

業
費

１
０

億
円

）

（
総

事
業

費
１

１
０

億
円

）

類
型

内
容

概
要

対
象

国
事

業
主

体
（

機
構

の
出

資
規

模
）

地
域

企
業

等
の

商
品

・サ
ー

ビ
ス

の
海

外
展

開

③
ク

ー
ル

ジ
ャパ

ン
機

構
の

投
資

決
定

案
件

※
平

成
28

年
２

⽉
時

点
※

⽀
援

決
定

額
に

つ
い

て
は

、上
限

額
とな

って
お

り、
為

替
の

影
響

等
に

よ
り⾦

額
に

変
動

が
あ

る
。

16
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【A
si

a 
Co

nt
en

t 
Bu

si
ne

ss
 S

um
m

it（
AC

BS
）

】


ア
ジ

ア
に

お
け

る
コン

テ
ンツ

産
業

の
官

⺠
関

係
者

を
⼀

堂
に

集
め

、ア
ジ

ア
市

場
に

お
け

る
コン

テ
ンツ

流
通

の
促

進
、海

賊
版

対
策

、⼈
材

交
流

、国
際

共
同

製
作

等
の

国
際

的
な

課
題

に
つ

い
て

議
論

し、
共

同
⾏

動
に

結
び

つ
け

る
こと

を⽬
指

して
20

08
年

創
設

。
※

主
要

メン
バ

ー
国

・地
域

：
⽇

本
・中

国
・⾹

港
・イ

ンド
ネ

シ
ア

・韓
国

・マ
レ

ー
シ

ア
・フ

ィリ
ピン

・シ
ンガ

ポ
ー

ル
・タ

イ


20
16

年
9⽉

に
第

5回
会

合
を

マ
レ

ー
シ

ア
（

クア
ラル

ンプ
ー

ル
）

で
開

催
した

。
※

20
09

年
10

⽉
に

第
１

回
会

合
を

⽇
本

（
東

京
）

、
20

11
年

2⽉
に

第
２

回
会

合
を

タイ
（

パ
タヤ

）
、2

01
1年

12
⽉

に
第

３
回

会
合

を
シ

ンガ
ポ

ー
ル

、2
01

4年
10

⽉
に

第
４

回
会

合
を

⽇
本

（
東

京
）

で
開

催
。

AC
BS

 (ア
ジ

ア
・コ

ン
テ

ン
ツ

・ビ
ジ

ネ
ス

・サ
ミッ

ト
)

④
政

府
間

対
話

〜
AC

BS
〜

第
5回

会
合

開
催

時
に

参
加

国
・地

域
の

間
で

AC
BS

とし
て

取
り組

む
テ

ー
マ

と⽅
向

性
に

つ
い

て
共

同
声

明
を

採
択

。
（

第
5回

参
加

国
・地

域
：

⽇
本

・中
国

・⾹
港

・イ
ンド

ネ
シ

ア
・韓

国
・マ

レ
ー

シ
ア

・シ
ンガ

ポ
ー

ル
・タ

イ・
カナ

ダ・
⽶

国
）

AC
BS

メン
バ

ー
国

・地
域

は
、下

記
テ

ー
マ

に
つ

い
て

議
論

を
⾏

い
、急

速
に

成
⻑

す
る

ア
ジ

ア
の

コン
テ

ンツ
産

業
に

適
応

す
る

た
め

⼀
層

の
連

携
の

重
要

性
を

認
識

す
る

とと
も

に
、今

後
も

継
続

して
AC

BS
を

開
催

し、
これ

らの
テ

ー
マ

に
関

す
る

取
り

組
み

を
強

化
す

る
こと

に
合

意
した

。
•

進
展

す
る

デ
ジ

タル
コン

テ
ンツ

技
術

分
野

の
展

望
及

び
今

後
の

連
携

•
メン

バ
ー

国
・地

域
間

で
の

国
際

共
同

製
作

の
推

進
•

起
業

家
ネ

ット
ワ

ー
クの

構
築

•
海

賊
版

対
策

の
連

携
強

化
•

地
⽅

コン
テ

ンツ
の

展
開

促
進

•
メン

バ
ー

国
・地

域
に

お
け

る
コン

テ
ンツ

産
業

活
性

化
に

向
け

た
政

策
の

検
討

•
コン

テ
ンツ

制
作

の
た

め
の

資
⾦

調
達

⼿
法

Ａ
Ｃ

Ｂ
Ｓ

20
16

 共
同

声
明

概
要

Ａ
Ｃ

Ｂ
Ｓ

20
16

 共
同

声
明

概
要

17
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•
イン

ター
ネ

ット
上

の
違

法
動

画
コン

テ
ンツ

の
削

除
要

請
に

係
る

実
証

実
験

を
、中

国
と韓

国
の

動
画

投
稿

サ
イト

等
に

対
して

実
施

。
→

CO
D

Aの
削

除
要

請
に

よ
りほ

ぼ
10

0％
の

削
除

実
施

に
成

功

【削
除

要
請

UR
L件

数
と削

除
率

】（
20

11
年

8⽉
〜

20
16

年
3⽉

）

Yo
uk

u（
中

国
）

83
,9

73
件

99
.2

0%
Tu

do
u（

中
国

）
67

,7
22

件
99

.2
8%

Ku
6（

中
国

）
17

,6
73

件
99

.9
0%

56
.c

om
（

中
国

）
10

,1
57

件
98

.4
7%

Pa
nd

or
a.

tv
（

韓
国

）
19

,1
87

件
99

.1
6%

海
賊

版
DV

D等
に

対
し

て
は

、
CO

DA
が

中
国

等
現

地
取

締
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

権
利

行
使

を
支

援
→

約
69

1万
枚

の
海

賊
版
DV

D
押

収
の

実
績

あ
り

（
20

05
年
1月

～
20

16
年
3月

ま
で

の
累

計
）

•
CO

DA
と主

要
な

中
国

動
画

投
稿

サ
イト

との
間

で
ネ

ット
上

の
著

作
権

保
護

の
協

⼒
に

係
る

覚
書

を
締

結
。

•
CO

DA
とモ

ー
シ

ョン
・ピ

クチ
ャー

・ア
ソ

シ
エ

イシ
ョン

（
M

PA
）

は
、オ

ンラ
イン

著
作

権
侵

害
に

対
す

る
新

た
な

善
処

法
の

開
発

や
共

同
で

の
著

作
権

保
護

活
動

の
強

化
を

⽬
的

とす
る

公
式

同
意

書
に

署
名

。（
20

14
年

3⽉
）

イ
ン

タ
ー

ネ
ット

上
の

海
賊

版
対

策

共
同

エ
ン

フォ
ー

ス
メ

ン
ト

（
権

利
⾏

使
）

⽀
援

【覚
書

締
結

先
】

Tu
do

u、
Yo

uk
u、

ku
6、

56
.c

om
、i

Q
IY

I

⑤
海

賊
版

対
策


グ

ロー
バ

ル
市

場
に

対
して

コン
テ

ンツ
ビジ

ネ
ス

を
展

開
す

る
うえ

で
の

⼤
き

な
障

害
の

ひ
とつ

は
海

賊
版

の
存

在
。

⇒
中

国
主

要
４

都
市

に
お

け
る

⽇
本

コン
テ

ンツ
の

被
害

額
は

年
間

56
00

億
円

（
出

典
：

⽂
化

庁
推

計
、2

01
3年

）


⼀
般

社
団

法
⼈

コン
テ

ンツ
海

外
流

通
促

進
機

構
（

CO
DA

）
を

通
じて

、権
利

者
や

各
国

の
著

作
権

関
連

団
体

と協
⼒

の
も

と海
賊

版
対

策
を

講
じて

い
る

。
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⑤
海

賊
版

対
策

M
an

ga
-A

ni
m

e 
G

ua
rd

ia
ns

（
M

AG
）

PR
O

JE
CT


①

海
賊

版
の

「削
除

」を
効

率
的

に
⾏

い
、そ

れ
と同

時
に

②
ファ

ンを
海

賊
版

か
ら正

規
版

サ
イト

へ
「誘

導
」す

る
仕

組
み

を
構

築
、更

に
③

国
内

外
の

視
聴

者
等

に
「普

及
啓

発
」を

⾏
うと

い
う３

つ
の

課
題

に
⼀

貫
して

戦
略

的
に

取
り組

む
プ

ロジ
ェク

ト。


これ
らの

取
組

を
通

じ、
国

内
外

の
マ

ンガ
・ア

ニメ
の

ファ
ン層

を
維

持
・拡

充
しつ

つ
、海

賊
版

が
市

場
か

ら消
滅

して
い

くこ
とで

、正
規

の
コ

ンテ
ンツ

に
対

価
が

⽀
払

わ
れ

、新
た

な
作

品
創

造
へ

と繋
が

る
好

環
境

を
整

備
。


出

版
社

及
び

ア
ニメ

関
連

企
業

15
社

か
らな

る
マ

ンガ
・ア

ニメ
海

賊
版

対
策

協
議

会
と経

済
産

業
省

及
び

CO
DA

が
⼀

体
とな

り推
進

。

【対
策

】

海 外 視 聴 者

コ ン テ ン ツ の 価 値 の 最 ⼤ 化

海
賊

版
【課

題
】

普
及

啓
発

海
外

展
開

海
賊

版
サ

イト

コン
テ

ンツ
ホ

ル
ダー

m

末
時

点
）

②
正

規
版

リン
ク

集
サ

イ
ト

「M
an

ga
-A

ni
m

e 
he

re
」

m
an

ga
-a

ni
m

e-
he

re
.c

om

掲
載

作
品

数
：

約
37

0点
（

平
成

27
年

2⽉
末

時
点

）

①
海

賊
版

の
⼤

規
模

削
除

③
広

報
・普

及
啓

発
•

ス
ペ

シ
ャル

動
画

『T
ha

nk
s,

 fr
ie

nd
s』

Yo
uT

ub
e再

⽣
回

数
:

約
80

万
回

•
コラ

ボ
レ

ー
シ

ョン
イ

ラ
ス

ト
『J

O
IN

 
U

S,
FR

IE
N

D
S.

』
開

始
１

週
間

で
10

0万
JO

IN

対
象

サ
イ

ト
数

：
35

6サ
イ

ト
削

除
件

数
：

71
1,

69
7件

削
除

率
：

68
％

平
成

26
年

度
【国

／
経

済
産

業
省

】

出
版

社
及

び
ア

ニメ
関

連
主

要
各

社
か

らな
る

マ
ンガ

・ア
ニ

メ海
賊

版
対

策
協

議
会

は
、参

加
企

業
を

拡
⼤

しつ
つ

、
以

下
を

継
続

実
施

①
海

賊
版

の
⼤

規
模

削
除

②
正

規
版

リン
ク集

サ
イト

に
関

す
る

取
り組

み
③

海
賊

版
対

策
に

関
す

る
広

報
・普

及
啓

発
活

動

【国
／

経
済

産
業

省
】

【⺠
間

／
マ

ン
ガ

・ア
ニ

メ
海

賊
版

対
策

協
議

会
】

更
な

る
連

携
が

必
要

な
分

野
に

つ
い

て
、国

の
海

賊
版

対
策

事
業

に
て

措
置

・周
辺

対
策

の
継

続
実

施
（

広
告

抑
⽌

要
請

、フ
ィル

タリ
ング

等
）

・海
賊

版
対

策
の

効
果

測
定

調
査

等

平
成

27
年

度
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⑥
留

学
⽣

ア
ン

バ
サ

ダ
ー


⽇

本
コン

テ
ンツ

の
ファ

ンで
あ

る
海

外
の

若
者

を
、留

学
⽣

・現
地

学
⽣

を
中

⼼
に

「コ
・フ

ェス
タ

ア
ンバ

サ
ダー

」と
して

組
織

化
。


本

組
織

を
活

⽤
し、

コン
テ

ンツ
ホ

ル
ダー

と海
外

消
費

者
を

結
ぶ

、効
果

的
な

「マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

」と
「プ

ロモ
ー

シ
ョン

」の
機

能
を

コ・
フェ

ス
タに

付
与

。コ
ンテ

ンツ
業

界
に

対
す

る
海

外
展

開
⽀

援
を

⾏
うこ

とで
、⽇

本
の

魅
⼒

を
効

果
的

に
発

信
す

る
。

①
コン

テ
ンツ

の
海

外
進

出
事

業
の

企
画

・⽴
案

に
直

結
す

る
消

費
者

ニー
ズ

の
把

握
・提

供
（

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

機
能

）
②

現
地

に
お

け
る

イン
フル

エ
ンサ

ー
・メ

デ
ィア

・バ
イヤ

ー
向

け
の

イベ
ント

等
の

開
催

を
通

じて
、発

信
⼒

の
⾼

い
関

係
者

との
ネ

ット
ワ

ー
クを

構
築

（
プ

ロモ
ー

シ
ョン

機
能

）

約
20

0名
を

任
命

（
平

成
27

年
10

⽉
末

時
点

）

　■
コ

ン
テ

ン
ツ

分
野

に
お

い
て

海
外

で
何

が
ど

の
よ

うに
　　

流
行

して
い

る
の

か
を

現
地

に
て

ヒア
リン

グ
調

査
しレ

　　
ポ

ー
トに

ま
とめ

る
。

　■
報

告
書

(随
時

)
　■

セ
ミナ

ー
　■

年
度

末
発

表
会

　■
海

外
進

出
を

検
討

して
い

る
コ

ン
テ

ン
ツ

や
、マ

ー
　　

ケ
ット

へ
の

出
展

を
予

定
して

い
る

コ
ン

テ
ン

ツ
に

つ
い

　　
て

、消
費

者
に

当
て

、反
応

を
調

査
す

る
。

　■
イ

ベ
ン

トに
参

加
した

後
、イ

ベ
ン

ト
　　

主
催

者
に

報
告

書
を

提
出

。

　■
海

外
イ

ベ
ン

トへ
の

出
展

に
際

して
、現

地
ア

ン
バ

サ
　　

ダ
ー

と連
携

しP
Rイ

ベ
ン

トを
実

施
。

  ■
コ

ン
テ

ン
ツ

へ
の

集
客

や
パ

ブ
リシ

テ
ィに

貢
献

す
　　

る
。

　■
イ

ベ
ン

トに
参

加
した

後
、イ

ベ
ン

ト
　　

主
催

者
に

報
告

書
を

提
出

。

  ■
ア

ン
バ

サ
ダ

ー
認

定
した

海
外

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
   

  の
うち

、影
響

力
の

あ
る

方
々

を
合

同
マ

ー
ケ

ット
に

　　
招

待
。

　■
SN

S等
を

通
じて

発
信

。

　■
Ja

pa
nC

on
te

nt
sS

ho
wc

as
eに

て
　　

招
聘

ツ
ア

ー
実

施
　■

報
告

書
(年

度
末

)

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

消
費

トレ
ン

ド調
査

消
費

者
反

応
調

査

現
地

PR
イ

ベ
ン

ト

海
外

イ
ン

フ
ル

エ
ン

サ
ー

の
招

聘

内
容

報
告

形
式

20

- 21 -



海
外

企
業

実
務

研
修

制
度

（
平

成
27

年
度

〜
）


コン

テ
ンツ

産
業

の
国

際
展

開
お

よ
び

国
際

共
同

製
作

を
推

進
す

る
た

め
、資

⾦
調

達
・契

約
・マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
とい

った
プ

ロデ
ュー

ス
業

務
を

担
う「

国
際

コン
テ

ンツ
ビジ

ネ
ス

プ
ロデ

ュー
サ

ー
」の

育
成

を
⽬

指
す

。


この
た

め
、海

外
留

学
⽀

援
制

度
お

よ
び

海
外

企
業

実
務

研
修

制
度

（
イン

ター
ン）

等
を

実
施

す
る

。

海
外

留
学

⽀
援

制
度

（
平

成
22

年
度

〜
）

⑦
プ

ロ
デ

ュー
サ

ー
⼈

材
育

成

国
内
⼈
材
育
成
⽀
援
制
度

21


ハ

リ
ウ

ッ
ド

な
ど

が
培

っ
て

き
た

国
際

的
な

⼿
法

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
海

外
フ

ィ
ル

ム
ス

ク
ー

ル
へ

の
留

学
を

⽀
援

。


平
成

２
２

年
度

の
制

度
開

始
以

降
、

こ
れ

ま
で

に
計

９
名

の
留

学
を

⽀
援

。


フ
ィ

ル
ム

ス
ク

ー
ル

へ
の

推
薦

や
、

１
⼈

あ
た

り
最

⼤
３

０
，

０
０

０
ド

ル
/年

の
費

⽤
の

助
成

な
ど

、
総

合
的

な
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

。
（

参
考

）
こ

れ
ま

で
の

⼊
学

校
：

AF
I（

Am
er

ic
an

 F
ilm

 In
st

itu
te

）
US

C（
Un

iv
er

si
ty

 o
f 

So
ut

he
rn

 C
al

ifo
rn

ia
）

UC
LA

（
Un

iv
er

si
ty

 o
f C

al
ifo

rn
ia

, L
os

 A
ng

el
es

）


ハ

リ
ウ

ッ
ド

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
の

コ
ン

テ
ン

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
関

連
企

業
や

制
作

現
場

に
お

け
る

、
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
関

連
業

務
の

実
務

研
修

（
イ

ン
タ

ー
ン

）
の

実
施

を
⽀

援
。


具

体
的

な
研

修
内

容
は

、
市

場
調

査
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
、

脚
本

開
発

、
映

画
製

作
等

。


実
務

研
修

に
参

加
す

る
た

め
の

サ
ポ

ー
ト

や
、

必
要

経
費

相
当

額
を

基
準

と
す

る
調

査
費

の
⽀

給
な

ど
を

実
施

。


こ
れ

ま
で

に
計

２
名

の
実

務
研

修
実

施
を

⽀
援

。


研

修
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

通
し

て
、

若
⼿

⼈
材

に
⼈

的
交

流
の

機
会

を
提

供
し

、
将

来
の

国
際

共
同

製
作

に
む

け
た

⼈
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

図
る

。
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⑧
コン

テ
ン

ツ
技

術
戦

略


CG
（

コン
ピュ

ー
タ・

グ
ラフ

ィッ
クス

）
や

⽴
体

映
像

な
どの

コン
テ

ンツ
技

術
は

、様
々

な
コン

テ
ンツ

創
出

の
基

盤
。


コン

テ
ンツ

技
術

の
⾼

度
化

と普
及

を
⽬

指
し、

技
術

マ
ップ

（
コン

テ
ンツ

分
野

）
を

策
定

し、
DC

EX
PO

（
デ

ジ
タル

コン
テ

ンツ
エ

キ
ス

ポ
）

で
の

コン
テ

ンツ
技

術
発

掘
・普

及
の

促
進

や
、コ

ンテ
ンツ

制
作

の
効

率
化

に
資

す
る

取
組

を
実

施
。

先
進

的
な

コン
テ

ン
ツ

技
術

の
発

掘
・普

及
促

進

コン
テ

ンツ
技

術
が

向
か

うべ
き

⽅
向

性
を

提
⽰

。
技

術
開

発
を

促
進

し、
⽇

本
の

コン
テ

ンツ
産

業
の

更
な

る
活

性
化

と新
た

な
産

業
の

創
出

が
⽬

的
。2

01
4年

度
に

更
新

を
実

施
。

技
術

マ
ップ

（
コン

テ
ン

ツ
分

野
）

の
策

定

コン
テ

ン
ツ

制
作

基
盤

整
備

事
業

■
マ

ン
ガ

制
作

⼯
程

整
備

（
20

14
年

度
）

海
賊

版
対

策
に

も
資

す
る

マン
ガ

等
の

国
内

外
同

時
販

売
・配

信
を

促
進

す
る

た
め

、翻
訳

等
の

編
集

作
業

や
流

通
を

円
滑

に
進

め
る

こと
が

で
き

る
デ

ジ
タル

技
術

を
導

⼊
した

マ
ンガ

制
作

⼯
程

の
導

⼊
に

つ
い

て
調

査
、

検
討

を
実

施
。

今
年

度
、出

版
社

、配
信

事
業

者
、漫

画
家

、学
⽣

等
を

対
象

に
セ

ミナ
ー

を
開

催
し、

当
該

調
査

報
告

書
の

内
容

を
紹

介
す

る
こと

で
、マ

ンガ
制

作
・流

通
に

携
わ

る
関

係
者

へ
の

周
知

を
図

った
。

■
In

no
va

tiv
e

Te
ch

no
lo

gi
es

コン
テ

ンツ
産

業
の

発
展

に
⼤

き
く貢

献
す

る
こと

が
期

待
され

る
技

術
を

表
彰

。
将

来
の

産
業

界
へ

の
応

⽤
に

期
待

の
持

て
る

先
進

的
な

コン
テ

ンツ
技

術
の

発
掘

と国
内

外
で

の
情

報
発

信
を

促
進

。

■
D

CE
XP

O
（

デ
ジ

タ
ル

コン
テ

ン
ツ

エ
キ

ス
ポ

）
コン

テ
ンツ

技
術

の
展

⽰
会

。コ
ンテ

ンツ
分

野
の

企
業

関
係

者
や

、研
究

者
、学

⽣
、ク

リエ
イタ

ー
等

に
向

け
、最

新
の

コン
テ

ンツ
技

術
を

展
⽰

、交
流

を
促

し、
コン

テ
ンツ

産
業

の
更

な
る

発
展

を
⽬

指
す

も
の

。
20

15
年

は
、1

0⽉
22

⽇
（

⽊
）

〜
25

⽇
（

⽇
）

に
開

催
（

デ
ジ

タル
コン

テ
ンツ

協
会

・経
済

産
業

省
共

催
）

■
Fe

at
ur

es
各

年
で

注
⽬

す
べ

き
技

術
を

取
り上

げ
、

デ
モ

展
⽰

や
講

演
、ワ

ー
クシ

ョッ
プを

実
施

。2
01

5年
は

、「
ス

ポ
ー

ツを
変

え
る

コン
テ

ンツ
技

術
」が

テ
ー

マ
。

22

- 23 -




